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、
.前
記
”の
洛
同
委
員
會
及
國
際
協
會
ど
属
主
の
；諸
袓
合
. 

^
の
間
^
團
體
交
涉
が
行
拉
れ
た
事
が
記
錄
-^
れ
；て
雇
る
，。

「
<
跬
:0)

併
し
其
他
^
は
斯
る
場
合
^
か
办
し
が
如
く
、

^
ネるま

*
場

合
,^
#

て
:'
^
交
渉
说
成
果
5:
齎
^

^
か
0
た
.。

*:
8

さ

.一
九
ー
.
1
.
1
:
1

年
^
於
て
組
合
間
^
'
1層
密
接
な 

る
,欄
結
决
作
ら
:/
1
ビ
す
3
試
が
|

れ
た
が
是
.も

成

響

ず

、こ|
〉

ま

在

、5

'合
組
織
は 

治
:*
■

/:
8
1
祕̂
1
必
*
合
靡
;^
^
爾

'
«:1
:

«
:-
<
:求

义

が

洳

秦

，
^
^
^

す
る
必
要
k

迫
ら
れ
ず
、
且
づ
各
自
職
業
の
利
益
增
進
，の
み
：k
關
心
才：

る
i

•.の
i

る
以
上
，
組
合
相
瓦
間
に
雇
主
ビ 

の
對
杭
上
强
カ
な
6'
圓
體
を
作
己
の
自
治
權
を
多
少
な

'
®
'ど
:̂
喪
失
し
或
.は
ょ
6
劣
勢
S
る
.組
合
ビ
步
調
を
一

k
す
る
事
は
、
明
^
彼
等
の
欲
せ
ざ
る
所
ど
考
へ
ら
れ
る
。
8

1
〇
^
併
乍
ら
«

«
上

紐

胄

^
.^
^

刷

業

の

勞

働

組

佘

間
^

は
、
斯
の
如
く
雇
主
す
對
抗
す
る
爲
め
の
協
力
組
織
を
欠
く

R

拘
ら
ず
、

一
般
^
圓
滿
な
る
協
力
的
關
係
が
存

在
す
る
が
如
く
で
あ
る
.。.

(

驻

ニ)

.

以
上
の
如
く
活
版
印
刷
業
組
合
間
^
協
カ
的
關
係
の
見
ら
る
'、
主
要
な
る
理
由
の
第1

V 」

し
て,
是
等
組
合
が
® 

史
上
同
一
組
合
か
ら
派
生
せ
る
も
の
で
あ
る
事
を
擧
ぐ
べ
さ
で
あ
ら
ふ
が
ノ
页
^
又
活
版
印
刷
業
^
於
て
は
、
彼
等 

の
支
配
下
^
あ
る
各
迤
程
が
密
接
な
る
相
互
關
係
を
有
す
る
事
も
、
■第
一1

の
主
要
な
る
理
由
^
し
.て
擧
.げ
ら
る
、
で 

あ
ら
ふ
。
即
ち
是
等
各
過
程
間
^
は
密
接
な
る
補
足
的
關
係
が
存
在
し
、

ー
過
程
に
於
る
勞
働
爭
議
は
直
ち
^
他
の 

過
程
の
勞
働
者
妃
歡
響
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
，之

^
反
し
て
以
上
の
版
版
印
刷
業
諸
組
合
>

」

平
版
印
刷
エ
紙 

合
ビ
の
間
^
は
、寧
ろ
敵
對
的
ど
も
稱
せ
ら
る
.べ
き
關
係
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
"此
事
實
も
活
版
印
刷
の
過
程

 ̂

平
版
印
刷
の
過
程
：ミ
の
相
苴
關
係
か
ら
、
，或
程
度
.ま
.
.で
說
.明
3
れ
得
る
。
即
ち
活
版
印
刷
業
せ
平
版
印
刷
業
^
は
相 

互
に
：補
足
的
關
係
ょ
ク
も
.代
#
的
關
係
に
立
つ
•も
の
で
あ
っ
て
"T:

方
の
勞
働
爭
議
は
他
方
の
.勞
働
者
^
殆
で
.何
の 

影
響
名
與
へ
：ず
、場
合

|̂
依
ク
て
：.は
却
0
セ
利
益
を
享
け
し
む
.る
事
も
有
6

«
る

.0
セ
あ
る
^
註
:

o
一
九
-
三
年
以 

來
平
版
印
刷H

:

對
活
版
印
刷
ブ
レ
ッ
ス
メ
ン
及
寫
眞
製
版
エ
の
間
^
支
配
權
の
爭
奪
が
起
つ
て
居
る
。
此
爭
議
は
未 

だ
解
決
^
る

.、

.虹
至
ら
ず
ど
は
云
へ
、現
在
¥
於
て
は
：双
.方
ビ
.ネ
.何
等
積
極
的
_
度

；に

出

で

ず

、
：從

cv

て
；魂
在
は
左
程 

重

耍

な

，
る

問

題

で
.は
^S

。
併
し
將
來
^
於
て
此
爭
議
が
解
決
5
る
.、
時

^
は
、
其
結
果
の
如
何
に
：拘
ら
ず
、
..紐
育

笫
ニ
•十

四

卷c

七
七
七)

米
圃
印
刷
.業
勞
.費
圆
體
槪
觀
：
. 

第
五
..鱗 

八
九



.第1
}

十

四

卷

(

七
七
八
.

)

.来

國

印

涮

業

勞

赘

画

體

槪

觀

 

.第
技
號 

九
〇

の
勞
働
幽
體
組
織
^
變
化
を
：兒
る
k
至
る
事
は
疑
を
：容
れ
な

v>の
：.

で
あ
名
^
註
：
 
一：
g
:又
，
平

版

、
印

刷

業

^
は
、：
平
版
印
. 

刷H
合
同
に
參
加
：せ
ざ
る
ボ
ス
タ
ァ
啬
エ
組
合
が
存
在
し
^
居
る
：が
、：
此
粗
合
ミ
合
同
$
の
：相
：互
關
«
の
敵
對
的
な 

る
事
は
言
5:
俟

/2
な
.い
0

:.
'

.
•

:

M

k

鋼
版
鋼
版
彫
刻
'印
刷H

組
合
が
他
の
印
刷
業
勞
働
組
合
ょ
全
く
孤
立
の
：狀
態
R
あ
る
が
如
さ
事
情
も
、
此 

方
而
：の
印
刷
過
程
ど
活
版
及
平
版
印
刷
業
k
於
る
印
刷
過
程
.

V
J

の
間
の
關
係
ょ
^V 、：

或
程
度
ま
で
說
明
せ
ら
れ
■る
。

.

.

:

:姓

i

前
揭
、
本
誌
：昭
和
四
年
十一

月
號
、
拙
稿
第
四
節
參
照
。
パ 

■ 

•

.
独
，
.ニ 

Allied. Printing 
Trades ..council 'of 

Greater 

New.. York,noDstitution, 

as.

.
 quoted 

i
p

G. 

w
... 

S
t
e
v
e
n
s
,

t-HIistory 

of 

Typographical U
n
i
o
n

 

No. 

6 

(Albany, 

1913
〕
，
pp. 

s
-
4 

の
抄
譯

o 

• 

0

三
各
組
合
は
夫
々
自
己
の
組
合
票
を
有
し
、

ー
印
刷
物
の
印
刷
過
程
中
自
已
の
妞
合
の
支
配
權
に
屬
す
る
過
程
の
み
が
、
努
働
飢
合
只 

に
侬
つ
て
行
は
れ
た
る
時
に
は
、
興
製
品
に
常
該

M
合
票
を
附
す
る
が
如
く
で
あ

.る
。
又
合
同
組
合

-票
は
.植
字
、
印
刷
、
製
本
等
全 

渦
程
が
組
合
員
に
依
り
て
行
は
れ
た
る
製
品
に
の
み
附
せ
ら
る

X
。C

か
爲
め
に

一

エ
場
の
製
品
に
合
同
組
合
蕻
の
使
泔
を
許
す
べ 

:/
•
.
:
 

ノ
各
や
否
や
に
就
き
、

®
々
間
題
が

.起
こ
る
。

.
難

.
四
.T

h
e

 

A

cfQ
r
e
e
m
e
n

ri-'entered.between 

t.p
*
e Jnternpdonal 

Typ.o

crciraDhical 
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International 

IPrinting .pressmen 

a
n
d
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Union, 

tlie 

International 

wroth-erhood 

o
f Bookbinders, 
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I 

ロ

 ternational stereotype

sl
a
p
d
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.union,, a
n
d

 the 

International p
hoto-wngravss* 

Union, 

as 

ratified o
n
g
a
r
c
h
l

 7,. 

1
9
1
1,” Article 

I a
n
d
.
I
I
I
-
V
L

■ 

■ 

- 

. 

/ 

.

.

.
 

. 

' 

V
.

, 

'

驻
五 

Federation, of Printing 

P
Dct
.wi

n
d
r
e
d

 

Trades.of N
e
w

 
Y
o
r
k

 

a
n
d

 

Vicinity, 

Constitution (I S
QO〕

,. as. quoted in Stevens, 

0

.?
c

rp. 

5
1
3 

の
沙n
o 

!£
:

六
 

S
y
l
v
i
a

 .
K
o
p
a
l
d
,

 

R
e
b
e
l
l
i
o
n

 

in 

L
a
b
o
r

 

U
n
i
o
n
s

 

ハNe
w

 

Y
o
r
k
,

 

1
9
2. 4)，

pp. 

I
7Q-.xsr

註
七
此
全
阏
的
舍
商
の
結
果
、
養
籍
及
臨
時
物
印

1

_
に
於
る
雇
主

.及
分
働

.組
合

0
全
因
的
協

_

搏
關
た
る

I
n
t
c
r
p
a
f
v
o
a
p
l 

Joint 

c
o
n

丨
 

•
:»fe

r
e
n
c
e

 

c
o
u
n
c
i
l

 

of 

t
h
e

 

c
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 

a
n
d

 

P
e
r
i
o
d
i
c
a
l 

B
r
a
n
c
h
s

 

o
f

 

t
h
e

 

P
r
i
n
t
i
n
g

 

I
n
d
u
s
t
r
y

 

於

/I-
：
れ
た
の
で
あ
る
が
、
楚
に

:

就
て
は
本
篇
笫
ニ
節
參
照
。

八

一

九
ニ
ニ
郎
國
際
活
版
印
刷H

組
合
長
は
斯
る
提
案
を
な
し
た
が
、
製
本
組
合
が
夫
に
赞
同
す
石
の
み
で
あ
っ
た
。
’

驻

九

前

揭

、
本
認
昭
和
四
？
 

I

月
號
、
拙

葉

四

節

、

一
六
七
i

一
七
§

參
照
。

.

蝕
一
〇

斯
の
如
き
態
度
は
ブ
レ
タ
ス
メ
ン
及
植
字H

の
組
合
代
辯
者
に
依
つ
て
次
の
如
く
表
明
.さ
れ
，て
居
る
0

グ
レ
ッ
ス
メ
ン
の
組
合
長
は 

沄
ふ
。「

我
々
は
將
來
て
於
て
も
過
.去
に
於
る
ミ
同
様
に
*
ょ
り
密
接
な
る
組
合
開
の
協
カ
の
問
驵
に
對
し
て
、(
中
略〕

旣
に
_
體
交 

溃
の
涼
則
を
笊
認
せ
る
米
1

印
刷
業
雇
生
に
對
抗
せ
ん
が
爲
め
、
相
協
力
す
s'
の
考
を
以
て
向
ふ
も
の
で
は
な
い
0 (
中
略)

厢
主
ミ 

.

勞
働
紐
合
叫
の
ょ
り
親
密
な
る
協
調
的
關
係
を
樹
立
せ
ん
が
爲
め
の
手
段
^

し
て
斯
る
國
結
の
_

題
に
而
す
る
の
で
，あ
る
。(
中
略)

 

:
我
々
は
各
紐
合
合
同(

>

3
已
的
£
1
3
0̂-
1
0の
提
案
か
直
接
問
接
に
援
助
す
る
辦
を
2
1的
--
?」

す
る
一
切
の
會
商
に
應
ぜ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
0

何 

W

な
れ
ば
我
々
は
、
.,
斯
る
合
闾
を
：其
作
用
に
於
て
非
货
際
的
で
あ
リ
、
典
原
則
に
於
て
不
健
全
な
り
ミ
思
惟
す
る
が
故
で
あ
る
。
し 

(
p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s

 

o
f

 

thel 

f
 

C
o
n
v
e
n
t
i
o
n

 

o
f

 

t
h
e

 

I. 

P
.

 

P
.

 

a
n
d

 

A
.

 

U
.
,

 

R
e
p
o
r
t

 

o
f

 

C
o
m
m
i
t
t
e
e

 

o
n

 

o
f
H
c
e
r
s，
R
e
p
o
r
t
,

T
h
u
r
s
d
a
y

. 

s
e
s
i
o
p

p. 

7
)

，.

.
又
國
際
印
刷
業
勞
働
組
合
合
1

協
會
は
.次
の
如
<

興

邀

度

を

表

明

：し
た
0

バ
前
：略)

淺

き

經

：驗«
最
'/
>

限
の
想
像
カ
き
4>
洧
す
る 

人
々
に
依
っ
て
、C

吾
人
の
竟
見
に
從
へ
ば
V

誤
っ
て
主
張
さ
れ
て
來
た
訊
遨
.に
從
ふ
所
.の
，所

謂

鹿

業

別

勞

働

組

合

な

る

.?
>
の
に
依
ら 

ず
式
も
、我
々
は
.國
際
.印
刷
業
勞
働
組
合
合
同
協
會
に
.於
て
、
一：般
的
善
及
共
同
利
益
の
促
進
を
な

し

得
る
機
關
を
有
す
る
。
.(

中
略〕 

故
に
評
議
負
會
は
;-
:>
.各
個
組
合
及
全
組
合
の
安
宛
、
永
續
性
及
勢
力
を
、
•あ
ら
ゆ
る
可
能
な
る
方
法
に
依
リ
、
協
同
行
爲
を
以
て
增 

通
せ
し
め
ん
'?J

す
る
意
向
を
有
す
る
も
の
な
る
亊
を
此
處
に
宣
言
；す
る
0

此
方
針
.の
：決
定
は
操
急
に
し
て
思
慮
な
き
方
法
を
以
て
な 

さ
れ
で
は
な
ら
ぬ
.
0
す
べ
て
の
事
實
に
對
し
て
最
も
充
分
な
る
考
慮
を
拂
ひ
た
る
後
に
於
て
-の
み
決
定
に
■達
す
べ
令
で
あ
る
。(

後

第
二
十
.四
卷 

<

 
七
七
九)

凍
國
印
刷
業
勞
資
踽
體
梅
觀 

.

第五
鱗
九

J.
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0
0
o
<
8
^
0
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^
0
^
0
^
. 

0
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o
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w
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^
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^
o
o
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d
a
* 

^
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.猶
育
姐
合
問
の
.協
カ
的
續
保
忆
澈
て
は
郁
揭
本
誌
.拙
稿
第
四
節
に
述
ぷ
15
所
が
ぁ
つ
た
0
:其
他
0

1

:
九
十
九
年
の
：
植
字
エ
の
.
•
'
休 

暇
卜
運
猶
^

、
^

レ
ッ
.ス
:>
.>
の̂

冷

.̂
其
國
際
粗
合
??
0
_杭
^

に
1
:情
山
た
^

亊
が
|
;间
迖
处
り
て
.起
こ
つ
た
も
の
で
ぁ
る
亊
も 

'

1
:例

；
し
て
擧
灯
ち
れ
:§
。
：：尙
又
以
上
の
：細
育
賭
紐
合
は
大
體
同
時
期
に
屑
主
組
合
.式
契
約
冬
更
渐
サ
る
方
：針
を
«

つ
て
居
る
も
.© 

、
如

:.
(
で
^

つ
：て
、̂

程
度
に
，於
^

屌
：生
ミ
の
.對
抗
を
！1
1
:的
ミ
す
：る|1
1

合
間
の
11
結

が

ぁ

る

ミ:̂
る
祺
が
油
來
る
；か

も

知

れ

ぬ

0

:
 

註

-r
i

前
祺
拙
搞1.
五
.

III—

四

頁

參

照

。
 

丨
 

驻

一

三
此
支
配
權
银
奪
に
就
て
は
本
槁
後
段
第
六
節
參
照
。

;

* 

. 

.

■
':
:
:デ

歷
主
組
合
は
相
互
に
殆
ぞ
全
く
孤
立
し
て
鹿
を
が
如
く
'̂
見

：ぇ

る

ャ1
'九
1
1〇
年
印
刷
業
者
聯
盟
^
ブ
レ
ッ
ス
.メ 

>

の
組
合
ビ
の
爭
！1
が
仲
裁
々
判
^
附
せ
ら
れ
/2
る
隊
、
：新
聞
業
者
協
會
は
印
刷
業
者
亂
齓
の
訴
訟
要
領
書
作
製
に 

材
料
を
提
供
し
た
る
.事
が
^
る
が

、
.其
他
^
は
細
育
展
主
鈾
合
間
R
協
办
的
關
保
の
在
す
る
を
示
す
事
實
が
な
い

o

S

I 

S
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■

丨
：

' 
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:
ノ

：
ッ
 

-

.

.

. 

... 

■ 

•• 

; 

I
. 

. 

.

. 

/ 

; 

.

.

. 

• .. .
<

.:

.
 

.
>*
. 

... 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

1

九

，一
九
年
四
：の
活
版
.印
_
業
の
國
際
，的
勞
働
組
八
ロ
ど
三
の
全
國
的
道
主
組
合
ど
の
間
に
、
商
業
印
刷
物
及
定
期

T-
1
行
物
印
®
業
瞵
際
協
調
委
員
會
.
Q'nterna

'd-.onai Joint 
conferAnee 

council of the C
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 

a
n
d

 

pcrio-

dical 

B
r
a
n
c
h
e
s

 

o
r 

the 

P
r
i
n
t
i
n
g: I

n
d
u
s
t
r
y
)

が
.組
織
^
れ
た
o
其
自

的

ど

す

る
所
は
匿
主
及
勞
猶
顧
へ
：！の
協
調

に

依

々

、

印

刷

業

の

安

定

V
J

繁

榮

を

圆

ら

ん

ど

す

る

だ

あ

つ

た

。

而

し

て

根

本

方

針

V
J

し

て

賃

礙

ば

生

；.8
费

の

_騰

落
 

に

從

づ
.
.て
.之

を

調

節

す

る

事

及

爭

請

は

す

べ

て

和

解

又

ば
#

翁
k

依
.つ

て
之

を

鉱

決

す

る

事

t
決

議

'
忆̂

タ

C

註
：r
x
>

'
•此
.協
調
委
員
會
は
活
版
印
刷
業
め
中
k
'て
新
.聞
^

^

^

除̂
.笮
尔
3
他

^
勞
嘈
瀨
遢
：の
'汰

l

模 

ゎ

咖

織

：で':
;
縱
斷
钠
ル
1
書
徵
雜
誌
臨
時
刑
节
備
其
':
1
商
業
的
墙
戰
印
'«
業
：场
般
：を
包
括
し
、
':橫

斷

讷

ゼ

は

米

_

全 

也
方
^
於
る
斯
業
に
苴
3
、
.協
||
|
精
神
の
最
高
峰
を
示
す
も
：の
‘飞
(,
:̂
#
大
の
期
待
を
か
け
ら
れ
介
の
ザ
あ
る
が
、

. 

一
-f
b

l

r
年

^
は
旣

^
全
國
的
活
版
印
刷

^
の
一

年
餘
R

:-
>
t
>於
る
！
^
盟
«
業

が

起

；.
乙
^

:
全
國
的
協

.調
機
關
.^
し
て 

の
セ

委
員
會
の
存
在
は
、

%
ざ
無
意
味
ヾ

」

な
つ
た
。
其
後
は
政
府

S

協
力
し
て
印
刷
業

k

於
る
健
康
調
査
を
な
す
事 

.
等
に
依
つ
て
、
僅
に
其
存
在
理
由
を
見
出
し
て
居
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
現
在
印

|5
|

業
者
聯
盟
は
此
協
哥
機

_

5:

通
じ
て
電
胎
E
製
版
業

者

協
會
ご
協
力
し
て
居
る
が
、

斯
る
如
さ
事

.情
の
下
に
於
て
、

此
關
係
は
實
際
上
何
等
重
要

な
る
意
義
を
有
し
なS

。

加
ふ
る
'に
*
記
«;
調

委

員

會

は

細

育̂
於
セ
.ば
^
の
«
嚴
を
も
有
し
な
い
が
如
く
で
あ

■ 

.

/

-

..•

.
'
- 

.

. 

..
 

/
 

.

.

.

. 

.

.
る 

O
C餘一 

n
c 

.

.

.

.

.

.

……

 

ノ 

.ペ
ン
：
.
' 

,

折
の
如
く
尠
く
ズ
も
外
觀
上
R
於
て
雇
主
組
合
間
セ
關
, #
の
薄
3
七v

j

は
、
.畢
竟
す
る
R
雇
主
組
，合
^

f

 

V
斯 

る
必
要
の
存
せ
ざ
る
が
放
.で
は
.あ
る
^

5
か

-;
°
.
彼
等
は
其
團
體
員
數
R
於

セ

：少

く

、
：

：

心

理

的

：に
：も

比

較

的
^

«
ー
3 

れ
れ
る
園
體
で
あ
る
;:
°
'
若
し
必
要
が
起
乙
れ
ば
容
易
に
協
同
的
動
作
を
な
し
得
る
。

'

畔
一
四
筆
者

«'
各
舊
主
組
合
問
に
..組
合
爲
の
：共
通
な

S

.も
の
あ
る
に
非
ざ
る
か
を

疑

つ
た
が
、
印
刷
_

者
聯
盟
シ
ル
コ
ッ
ク
ス
氏
の
云

^
r/
- 

に
货
■へ
ば
彳
撕
る
事
實
は
縱
し
あ
り
ミ
す
る
も
間
越
に
さ
る
べ
き
程
度
の
も
の
で
は
な
い
迖
の
事
で
あ
る
。

^
ー
玉 

J
.
R
;
:o
o;
n
m
i§;
s and: others. 

Industrial 

G
o
v
e
r
n
m
t

 

(
N
e
w

 York, 

1921〕
, 

V

M7
4.

1

1

六

.
此
國
際
協
調
委
員
會
の
組
織
さ
れ
た
る
時
は
、
其
會
员
ミ
し
て
宏
記
の
諸
圑
體
が
含
ま
れ
た
。

厘
主
側
:.
:
'-
.
.
:
.
;
、

」

.、
全
米
活
版
印
.刷
_

者
同
盟
、
勞
働
組
合
エ
場
部 

.
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七
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米
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勞
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圓
體
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飨

ニ

十

财

猞(

七
八
.5

.米

翳

刷

業

勞

資

圓

糧

觀

 

.
第

五
號
，

九

四 

1
1
、

全
米
活
版
印
刷
業
者
聯
盟
.

'

-
、
；電
胎
版
製
版
業
者
國
際
協
會

-

■
勞
働
組
合
.側
：，

'

'

一

.
:
'

'
■

'
1
、
.

國
際
活
版
印
刷

H

組
合
，

：

ニ 
>
-
國
際
活
版
印
刷
3:
'
及
助
手
組
合 

.

:.
;

,

.

三

、
.
國

際

鈴

版

電

胎

版

製

版

エ

組

合

.

V
V 
.

ン

:

.:「

.

.
四
、
.國
際
製
本H

組
合
-

;

.
■;
, 

.

.

.

併
し
屑
主
侧
2

〕

は
間
も
な
く
消
滅
し
、(

一:し
が
其
名
稱
を
谶
い
”だ
0
.
,腐
眞
'製

版

業

に

於

る

勞

資

圓

體

は

.比

委

員

會

組

戟

の

爲

め 

の
豫
備
會
議
に
參
加
し
た
る
の
み
に
て
、
結
局
此
委
員
#

の
食
員
セ
は
な
ら
な
か
つ
た
。

一
九
一
九
年
此
協
調
機
關
の
組
熾
さ
れ
し 

常
初
の
_

越
は
、
勞
働
時
問
4>
1
週
四
八
時
問
ょ
り
四
四
時
間
に
短
縮
す
る
懸
案
の
解
決
で
あ
.つ
た
0
委
員
會
は
ー
九
ニ
ー
.
年
ま
'で
四 

四
時
間
制
施
行
を
延
期
す
る
方
針
の
下
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
寫
眞
製
版
業
に
於
て
は
旣
に
一
九
一
九
年
に
全
國
各
都
市
の 

勞
资
S3
體
間
に
四
四
時
間
制
施
行
の
契
約
を
有
せ
し
«,
'
:
.
.
の
多
加
り
し
が
爲
办
、結
局
此
委
員
會
ょ
り
離
れ
去
つ
た
0 (

r

M

.
 

P
o
w
e
l
l
,

 

.

.

0

^

.
 

^
 

0
 ̂

>
3
«
^
o
p
- 

.

.

.

.

三

、
勞
資
圍
體
間
の
關
係

.

來
國
活
版
印
刷
業
^
於
る
全
國
的
勞
働
駔
合
は
其
成
立
初
期
ょ
6
雇
主
；侧
^
の
協
調
5:
主
張
し
、
仲
裁
化
^
る
爭 

議s
.
l
f

和
的
澥
決
を
獎
勵
し
、
'罷
業
等r

切
の
武
力
的
解
決
方
法
奴
反
對
し
た
。
植
字
X
の
.全
國
的
勞
働
組
合
は
、
 

旣

-^
-
九
0

0
年

嫌

國

.*
-&
1
業
者
協
會
ど
全
國
的
仲
截
奧
約
を
結
び
.、
之
に
倣
つ
て
ブ
レ
ッ 

'ス
メ
.ン
■の
組
合
も
、
句 

協

會

:^
:'
t
:H
;i
.#
;t
*

®
rJ
:
J
.
-
>
.
e

だ
。c

註 I」

:'
s
f 

:̂1
'
.眞
«

:1
業
.に
：於 
^

则
勞 

_

 
者

-0
双
：方
：の
全
國
的
&
合
，

R

依

：っ

そ

：伸

裁

契

約

が

結

ば

れ

セ

居

る

：

j

施

他

'r
-1
,九

;-
：:
^
=
^
-
代

;̂
:新

.:
«

業

双

外

；の

活

胆

印

刷^

殷
.
^
ー
旦̂

大

規

模

の
. 

協

«

機
«

が

組

.«
3

れ

た

る

事

ば

\

前

節

末

尾

に

述

べ

た

る

が

如

く

で

あ

る

。

:

^

斯
の
_

活

版

印

刷

業

^

淤
て

は

、

勞
«
»]
體
間
の
全
國
的
仲
栽
奥
約
が
協
襴
的
勞
資
關
係
の
存
在
を
示
す
^
同 

時
に
、
他
方
に
於
て
は
是
等
活
版
印
刷
業
の
全
國
的
勞
働
組
合
の
：規
約
は
、
：都
市
勞
働
組
合
の
同
盟
罷
業
に
對
す
る 

嚴
重
な
る
.監
督
權
制
裁
權
を
全
國
的
勞
働
組
合
^
與
へ
て
居
る
。
都
市
勞
働
組
合
が
全
國
的
勞
働
組
合
の
許
可
な
く 

し
て
行
へ
る
罷
業
は「

不
法」

(
l
u
e
g
a
l
)

罷
業
で
あ
う
、
斯
か
る
都
市
勞
働
組
合
員
は
全
國
的
勞
働
姐
合
か
ら
罷
業
手
. 

當
を
受
く
る
資
格
を
失
ふ
。
揚
合
に
依
つ
て
全
_
的
勞
働
組
合
は
他
の
都
市
ょ
6
罷
業
破
6
を
送
々
込
む
*
も
出
來 

る
。
最
も
荷
烈
な
る
親
定
.R
從
へ
ば「

不
法」

罷
業
を
行
へ
る
'都
市
勞
働
組
合
は
、
.其
罷
業
を
行
へ
る
事
に
依
う
て
全 

國
的
勞
働
組
合
，

S.

支
部
た
：る
認
可
が
働
的
に
停
止

3
れ
る
の
で
あ
る
。
S

1
八)

平
版
印
刷
業
は
於
る
全
國
的
勞
働 

組
合
米
國
平
版
印
刷
工
.合
同
は
、
是
等
活
版
印
刷
業
に
於
る
全
國
的
勞
働
組
合
^
異

A
、

«
主
組
合
^
伸
裁
契
約
を 

も
有
せ
ず
、
又
其
組
合
規
約
の
規
定
も
、「

緊
急」

：(

£
3還

|

}

0罷
業
:0
場
合
に
限
々
、：都
市
勞
働
組
合
が
自
由

 ̂

■
業

.?
:

決
行
す
る
事
を
許
し
て
居
る
。
S

1

丸
V
此
組
合
が
過
去
に
於
て
®
主
組
合
$
の
拉
爭
^
苦
鬪
*
纘

妙

來

.
た

々
 

た
.る
；事

を

思

へ

ば

、
：
是

は

極

め

て

.當
然
の
態
度
で
あ
る
S

K

a得
る
。
S
 一一
 

8

3
版
印
刷
業
勞
資
園
體
k
於
て
は
、
.
 

以
上
の
ニ
黙
^

も
事
#

''
?
:
詳
に
し
な
；い
0
パ

細
育
k
.於
て
.は
一
：.

1

八

：の

勞

働

組

合

中

九

組

合

及

九

又

：は

1

〇
の
雇
主
組
合
中
四
組
合
が
仲
裁
契
約
を
有
す
る
.事
’か
_ 

_

實
で
.#

-6

。
：
實

際

上

に

：於

V

は
觅
に
此
他
に
ち
仲
裁
契
約
を
有
す
る

組
合
が
あ

；

.で
あ

ら

う

し
、
且
又
以
0
4の
確 

»
狀
_
#栽
奧
約
を
有
す
る
ヒ
知
ら
れ
'て
居
る
圃
體
の
：中
ド
は
、
.其
組
合
員
數
^
於
て
、
其
指
導
的
地
位
k
,於
て
、

M

第

二
.す
四
.卷

(

七

八
三〕

米

國
印
刷
業
勞
資
圑
體

概

觀 

第
五
雜
丸
五

.



:

笫
：1
:
¥捋

卷

：

(

七
<
四〕

.米
國
印
刷
業
：墓

.®

體
_

顧 

§

§
 

洗
六

.
:育

.|
(
1
_業
勞
資
關
體
中
最
も
®
要

な

る

も

.

.
の

勿

馨

て

.^
含

：
ひ

で

：
唇

，
の

：
で
：
あ

吝

 ̂

•般
的
：̂
細
育
_
«
業
勞
資 

.
:團

體

劣

協

調

的

：の

满
.係

：妃

あ

る

竺̂
っ
.

_
支

な

切
^̂
^̂ 

<
m
J 

1. 1
)
,
. 1
5

九

：ー；
九

年

細

：育

妃

於

る

“
新

攔

桊

以

外 

の

溏

字

エ-^
コ
休
暇
^-
蓮
働
亦
^
々
セ
以
#
冷

白

，«
.で

纪

ひ

_ー

 

九

'-
_
*
:
九
.年
め
サ4

1
:

み
ノ
ヅ
及
助
手
の
罷
m
及
3:
場
閉 

顧

、
.，
:1
九
：1
:
1
1
:
年
；の
«
本

-0
:
の
«
業
、.t

九一

三

，年
の
寫
眞
製
版
業
者
の
工
場
閉
鎖
、
同
年
の
平
版
印
刷
工
の
擺
業
、
 

..1

.九
‘
1
4芑
雄
及
^
轰

於

^
菊
聞
部
刷
-ブ

：
ン
，
ー

^

メ

 \

 

.の
擺
業
：等

麗

^
っ
.茂

.滅
也
^

是
等
が：

此
W
間
坟
紐
育
ヤ 

狞
は
れ
た
實
戰
の
:«
要
^
る
；
'-
0

の
全
部
で
ぁ
っ
^
:
:
,
1
.
.

汍

-
四
.年
以
後
^

和
.が
續>

 
て

居

る

：。
ハ
註
1
.
1;5
'
;
1
*
ニ《

紐

眘
^
於

て

；は

旣

紀
0
四

；塒

間

制

を
.
*主

組

合

が

，承

認
.せ
石
.が

故

处

、
.：
，
薇

育

ば

此

：全

國

的

褪

業

‘の
，圈

外

に

在

り

た

o

-

»

の
'

如
バ
印
刷
業

^

於
'

る
勞
資

.

團
體
：間

:.
0

關
係
が
い
一
般
に
協
調
的
荩
る

.

第
の
最
も
主
要
念
る
；ニ
理
由
：( £

:

し
て
、
、

勞
働
辄
合
が
米
國
勞
聰
聯
合
必
實
利
主
義
^
立
ち
勞
資
搞
調
を
唱
ぺ
來
た
^
し
^
ど
^
之
に
加
ふ
る
化
印
刷
業
が
其

性
質
上
斯
る
勢
働
組
合
の
發
遽
す
ベ
含
饒
土
を
提
供
し
た
る
事
ど
?:
擧

げ

る事
が
_出
來
や
ぅ
0
斯
く
し
て
印
刷
業
{C

於
.て
は
此
勞
資
協
調
ま
義
の
.現
れ
.マ

」

.し

.ヤ
阐
體
交
渉
が
盛
ん
ド
行
は
れ
て
居
ス
の
で
あ
る
が
、.
全
國
的
組
合
.間
の
協

約
は
.前
記
：の

仲

裁

奥

嫩

が

あ

る

の

つ

て

、；
是
等
は
ー
云
ふ
ま
ザ
も
な
く
權
業
及
エ
場
閉
鏆
の
防
止
を
主
要
夺
る

泪
的

^
す
る
も
：の
で
あ
々
、
.勞
働
被
件
を
定
む
^
全
國
猶
協
：約
は
、
'来

國

印

刷

棠

に

於

：て
.は

未

だ

存

在

し

な

ぃ

の

で

あ
添
。
;8
.
:ー
亡
右
^

_
的
勞
働
振
合
拙
都
沛
勞
«
組
合
の
：圓
_

«
§
締
結
^
對
し
0

_
は

協

約

內

容

の

標

準
?:
示

し

或

.独
®

_
容
讹
就
き
全
«
的
'»
合
の
m
可
を
也
要
Y
す>

0

等
W
み
般
R
都
市
澇
働
組
合
の
圑
體
協
約
締
結
に
對
し
て 

指
導
監
督
吻
准
狀
#
^
届
名

o
.
,次

罷

業

：代

對

す

る

監

-#
,は
.前

記

め

如

ィ

そ

，ぁ

る

が

、
：
其

孩

助

も

1

業

手

當

を

與

へ

.援
I
員
を
派
遺
す
る
等
、
都
市
勞
働
組
合
に
多
大
.の
.戰
亂
力
を
與
ふ
：る
：の
で
あ
る
。-
併

じ

一

般

に

は

結

局

^
都

市

印 

刷
業
の
團
體
交
涉
の
當
事
者
は
其
都
市
組
合
で
あ
A
、
す
べ
て
の
勞
働
條
件
は
其
都
市
勞
働
組
合
の
圃
體
協
約
に
於 

セ
定
め
ら
る
、
の
で
あ
る
。
圃
體
交
渉
^
於
る
全
國
的
勞
働
組
合
.の
位
置
ば
指
導
者
盤
督
者
後
援
者
の
位
置
で
あ 

る
O

S
一一

S

今
紐
育
印
麗
に
於
る
團
體
交
渉
の
狀
德
を
見
る
祀
、
勞
働
組
合
一
一
八
の
內
一
一
は
雇
主
鉬
合
ビ
成
文 

.の
圃
體
協
約
を
有
す
る
事
が
確
實
で
あ
ぅ
、
殘
る
一
七
の
勞
働
組
合
中
八
は
、.
辰
主
組
合
又
は
雇
主
ど
何
等
か
の
園 

體
協
約
を
有
す
る
？

あ
る
が
、
i

約
が
成
文
f

s

s

不
明
I

る
。
是
等
一
九
組
f

平
版
及
活
版
印 

刷
業
に
屬
す
る
勞
働
組
合
で
あ
る
が
、
.残
る
九
組
合
即
ち
製
本
ヱ
、®
四
組
合
、
鋼
版
銅
版
製
版
エ
の
三
組
合
^
ス 

タ
ァ
.書
エ
の
ー
'組
合
及
シ
デ
口
ダ
ラ
フ
ァ
ス
の
一
組
合
は
、

_

斯
る
團
體
協
約
を
有
す
る
、や
否
や
不
■
で
あ
る
。
要
之
、
 

.紐
育
印
刷
業
に
於
る
組
合
員
勞
雪
の
大
多
数
は
、
，
隅
體
協
約
に
依
&
定
め
：ら
れ
た
.る
勞
働
條
件
の
下
S

る
の
で 

あ
る
。
又
雇
主
組
合
側
に
於
て
は
紐
育
^
於
る
九
'又
は
一
〇
の
組
合
の
內
五
組
合
は
確
實
に
勞
働
組
合
ミ
の
團
體
協 

約
S

す
る
。
|

$

、此
場
合
で
i

主
組
合
の
重
要
な
f

の
は
？

全
部
此
五
8

の
內
S

S

て
居
る
。

&

の

如

く

し

て

細

育

印

刷

業

^

於

る

重

要

勞

働

組

合

は

全

部

雇

生

侧

^ :
園

體

協

約

を

結

が

、

一

步

々

々

漸

進

的

^

 

遇

合

員

の

勞

働

條

件

寡

I

ら

し

S

 

S

I

。

保

守

的

I

彼

等

は

、
：
何

等

勞

働

者

の

事

業

管

i

加

を

要

求

 

し

て

は

居

ら

ぬ

や

ぅ

で

あ

る

。

又

彼

等

は

失

業

^

對

す

る

負

擔

を

全

ぐ

彼

等

の

み

で

背

負

ふ

て

居

る

。

雇

主

は

解

®

 

こ

•
祭

ノ

て

多

く

は

ニ

.十

四

時

1

舰

^

通

吿

す

る

の

義

務

5 :
負

ふ

の

み

で

あ

る

。

又

是

等

勞

働

組

合

は

協

調

主

義

の

貴

 

を

擧

げ

讓

平

和

を

維

持

す

る

爲

め

に

、

雇

主

側

备

裁

契

約

を

結

び

て

震

決

行

を

最

も

困

雛

メ

な

ら

し

め

て

居

 

る

0
殊

に

新

聞

印

刷

ブ

レ

ッ

ス

メ

ン
の

.如

さ

は

、

殆

ざ

完

全

擺̂

業

權

を

放

棄

し

て

居

る

せ

宏

つ

て

も

宜

い

之

に
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七
八
六〕

米
國
印
刷
業
勞
資
圑
體
槪
靓 

第
五
號 

九
八

對
丄
て
属
主
侧
に
於
て
は
勞
働
組
合
を
承
認
し
、
M

A

R際
し
.て
は
組
合
員
に
優
先
權
を
與
.へ
.
、

工

場

閉

鎖

を

行

は
 

ざ
る
事
を
約
束
す
る
。
而
し
て
勞
寶
双
方
の
'代
表
者
ょ
^v

な
る
委
員
會
が
、
.：團
體
協
約
R
定
め
ら
れ
だ
る
勞
働
條
件 

の
»
/£
を
監
督
し
て
居
る
.°(

&
ニ
六〕

.徒
弟
敎
育
k
關
し
て
も
勞
資
國
體
間
k
協
力
が
見
ら
れ
る
。'
:紐
育
植
字
エ
の
組
合
は
*
主
組
合
：(

新
聞
業
者
な
ら 

ざ
る
^

の〕
ど
共
同
出
資
の
下
に
學
敉
を
經
營
し
、
紐
育
ブ
；
レ
.ッ
ス
メ
ン
•組
合
第
五
一
，支
部
は
紐
育
市
當
屈
及
«

主 

^
協
カ
ん
て
同
樣
學
校
を
經
蝥
し
、
：更
^
新
聞
印
刷
ブ
レ
ッ
ス
メ
、X:

龃
合
第
一
.一
支
部
は
麗
主
及
ブ
レ
ッ
ス
メ
ン
の
全 

«
的
組
合
ど
協
カ
の
下
^
、
新
聞
グ
レ
；

ス
.メ
ゾ
養
成
の
學
校
を
開
い
.て
居
る
0

.

‘
：上
述
の
如
く
大
體

^

於
て
紐
育
印
刷
業

^

於

る

努

資

圓

體

の

關

係

は

協

，調

的

.で
あ
る
が
、
之
を
吏

^

各
印
刷
業
の 

部
門
^
就
て
：此
較
的
:̂
觀
れ
ば
、新
聞
業
^
於
て
勞
資
關
係
の
平
和
が
最
も
嚴
重
^
守
ら
れ
て
居
：る
事
を
.發
見
す
る
0 

新
聞
發
行
k
於
て
最
も
重
要
な
る
要
素
が
時
間
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
っ
て
、
其
生
産
中

の

一
過
程
の
停
止
は
、
夫 

が
極
め
て
少
時
間
の
も
の
な
る
場
合
に
於
て
も
、
新
聞
業
者
^
多
大
の
損
失
を
與
へ
る
故
^
新
聞
業
者
は
あ
ら
ゆ
る 

可
能
.の
.方
法
，を
以
て
產
業
平
和
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
なs

の
.で
あ
る
。
1
1方
之
に
反
し
て
電
胎
扳
製
版
業
^
於
て
は
、
 

紐
育
圓
體
協
約
の
外

^

全
國
的
の
和
解
契
約
を
有
し
.て
居
る
が
、
伸
裁
契
約
は
.全
國
的

^

も
都
市
的
^
も
結
ば
れ
て
. 

居
ら
ず
ノ
而
も
夫
^
も
拘
ら
ず
從
來
斯
業
^
於
る
勞
資
團
體
間
の
關
係
は
極
め
て
圓
滑
^
進
み
來
た
ぅ
し
が
如
く
で 

あ

る

-®
胎
版
製
版H

が
說
練
エ
で
あ
っ
て
、
：印
刷
■業
勞
働
者
中
最
高
の
勞
働
：組
合
賃
.«
率
を
有
す
^
も
の
で
あ

6

、
 

同
業
は
比
較
的
小
產
業
な
が
ら
印
刷
業
全
：般
の
內
極
めv

樞
要
の
位
地
を
占
め
て
居
る
事
等
ょo

*

し
て
、
同
桊
k 

淤
妙

':
5
.
_
勞
資
團
體
.：は

、
：
：
.双

方
i
も

極

め

：
て

髙

タ

程

度

k
組

織

名

れ

.
、

ヾ

其

印

刷

業

た

於

る

憧

要

：の

位

地

.を

利

用

し

、̂

.

或

程

度

の

獨

占

的

利

潤

を

勞

資

間

k

分

配

し

つ

、

あ

i

t

是

•か

爲

め

K
仲

裁

契

約
k

依

つ

v

第

m

渚

を

し

て

千

涉

せ 

し

む

る

を

欲

せ

ざ

る

^

非

ず

や

V」

考

ふ

る

は

餘

6

R

常

軌

を

逸

し

た

る

憶

測

で

あ

ら

う

か

。
ハ
註〗

一
セ〕

活
版
印
刷
業
^
於
て
は
.、
'斯
の
如
く
ー
般
^
勞
資
協
調
の
關
係
に
あ
る
紀
對
し
て
、
平
版
印
刷
業
^
於
て
は
、
其 

歴
史
の
大
部
分
が
勞
資
國
體
間
の
激
烈
な
る
爭
鬪
の
記
錄
で
理
ま
つ
て
居
る
。
ハ|

八
ソ
而
し
て
此
爭
鬪
の
^
間
の
最 

S

.

一
 

九1

三
年
雇
主
.紙
合
が 

一
二 

•五
5

賃
銀
引
下
を
宣
言
し
、
全
國
的
罷
業
が
殆
ざ
一
個
年
續
美
る
後
、
 

結
苟
勞
働
組
合
の
敗
北
k
終
つ
た
.事
が
■記
錄
さ
れ
て
.，居
る
O

S
一一
丸>

 

現
在
に
て
も

或
は
勞
働
組
合
が
雇
主
組
合
の
*
 

扮
こ
G
S
Iし
つ
、
あ
る
爲
で
あ
ら
う
か
、
國
體
協
約
は
勞
資
画
體
間
R
は
存
在
せ
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
。S

H

S侃 

故
^
平
版
印
刷
業
^
於
-て
勞
資
團
體
間
^
協
約
が
存
せ
ざ
る
ゃ
の
疑
問
^
答
ふ
る
^
は
、
页
に
深
さ
硏
究
を
要
す
る 

で
あ
ら
う
。
又
製
本
■

印
刷
業
過
程
に
比
し
てr

需

不

熟

練

作

業

に

近

t

の
で
あ
つ
て
、
雇
主
が
勞
働
組
合 

ビ

の
對
抗
上
優
越
の
地
位
に
立
.つ
傾
向
の
あ
る
事
ば
言
を
俟
尺

な

^

同
業
に
围
體
協
約
の
存
せ
ざ
る
事
の
有
力
な 

る
說
叨
は
、
此

製

本

業

の

性

.質

凇

見

出

3
れ
る
ビ
思

，ふ
。

.
V

註

S

傅
し
植
字M

 w

新
聞
業
者
協
嘗.

Q

全
國
的
協
約
は
一
九
ニ1

1
S

來
S

さ
れ
た
形
J

つ
て
.居
る
。

主 

一

、

T
h
e

 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
B
l

 

P
r
i
n
t
i
n
g

 

P
r
e
s
s
m
e

 
ロ 

a
n
d

 

A
s
s
i
s
t
a
n
t
s
)

 

U
n
i
o
n
,

 

c
o

n
s

f

 i. n

 

(
1
9
2
6
〕
，

A
r
t
i
c
l
e

 

1
6
, 

S
e
c
t
i
o
n

 

I
I

 

a
n
d

 

1
3
.

份
實
際
上
'に
：於
て
此
全
國
的
勞
働
紙
合
の
監
督
の
厳
格
な
る
事
.蹄
度
.
S

B

:た
る
場
合
に
は
、
紐
育
の
組
合
は
全
.
®
が
糾
合
の
应
轄 

に
屬
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
一
九
一
九
^

粗
育
.に
於
る
プ
レ
ダ
ス
メ
ン
及
助
.手
の
S
糾
合
が
他
の
數
都
市
の
勞
働
紐
合
ビ

'

共

に

全

岡

的

組

合

w

抗

歌

し

た

る

際

は

 

> 
全

國

的

紐

合

は

前

S

S

合

を

除

名

し

、
紐

育

に

諸

に

三

の

組

合

を

教

織

し

た

の

で

あ

る 

が

、

--
*
九
.ニ

三

年

の

紐

育

新

聞

印

刷

ブ

レ

ッ

ス

：メ

ジ

紐

合

の

「

不

法

」

'屋

に

對

し

て

は

、

全

跑

的

糾

合

は

細

育

に

自

身

出

張

し

た 

5
全

國

的

組

合

5

指

響

下

S

.
業

破

？

か

行

ひ

、

同

組

合

を

除

名

Q
.

上

新

組

合

を

：組

織

し

て

全

阈

役

負

を

新

ぉ

合

役

員

丨

第
二
.十

四

卷

C

七
八
七)

米
國
印
刷
業
勞
資
函
體
歡
觑 

.
 

f
.
i 

'
九
っ



第
：二
十
®

卷
.

C

七

八

米

國

印

涮

昏

資

画

體

猶
»

'

 

S

辱

-

0

0

に
入
れ
て
、
..全
ー
國
的
.組
合
が
«

接
に
.紙
育
薪
開
：£
刷
7*
V.:

ッ
；：

ス>メ
.
 
y
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c
®
n
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:細
:̂
勞

譲

體

.中
伸
_

契
％
を
.有
ナ
る
事
の
碓
货
な
る
勞
资
画
體
は
左
の
通
で
.あ
る
0 

'

,

一
、
'勞
働
紐
合
.

.

.

:

:

紐
育
市
活
版
印
刷
：H

M
合
、
，(

植
字
}
-

0

 

:

:

,

:
鈕
育
市
活
版
印
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‘紐
合
、
.(
プ
.レ
ッ
夂
人
シ
>

'

' 

一

.ン
、

：
:

'

■

.

.

.

紐
育
欣
印
刷
助
手
組
合
、
：

.
-
:
'
-
v
^
' 

'

, 

'
:
.
紐
育
市
新
聞
印
刷
エ
組
合
、.(

新
聞
印
刷
ブ
レ
ツ
ス
.
.メ
：シ〕

.

,.
狨
取
极H

及
紙
延
エ
組
合
1

.

.

'
 
、
リ
'

女
子
製
本H

妞
合
、
：

， 

.
へ 

:

紐
育
誠
斷H

組
合
、
. 

：

紐
育
寫
眞
製
版H

組
合
、 

,

ニ
'

属
主
膝
合
ぺ
.
■

.

 

ノ
. 

: 

•

‘

紐
育
活
版
印
刷
業
卷
協
會
、
活
版
印
刷
業
者
聯
盟
部 

紐
育
出
版
業
卷
協
會(

新
聞
業
者〕

細
育
寫
眞
製
版
業
•

協
-#

へ
紐
育
市
及
近
郊
寫
眞
凹
版
印
刷
業
卷
飢
合

倚
是
等
及
其
他
の
紐
合
名
及
其
原
名
に
就
て
は
前
揭
拙
槁
笫
三
節
參
照
。
.
‘

驻

ニ1
1
.

.一
九. 一
*
^
*1-
一
 

〇

月
.
一
日
.ょ

り

一
.
一.
'月

ニ
.四

ま

.で

約ill

八
0
0
.人
の
梳
字

H
.

か
.

「

休
暇

j

を
.̂:
っ
た
' 

是
は
事
^
丄
罷
業
て
あ
っ
ズ 

が
-

全
國
的
勞
働
姐
合
の
干
渉
を
避
く
る
が

.爲
め
.「

休
暇
し
の
名
義
を
假
り
た
の
で
あ
っ
た
。
此
名
義
の
故
に
全
國
的
勞
働
組
合
の
認 

一可•を
受
く
る
必
要
も
な
か

-O
'
た
が
、
勿

I

攀

f

受
く
る
事
が
出
來
な
か
っ
た
。
又

'
:
!九
1

3
年
の
ぃ
新
聞
印
刷
ブ
レ
ダ
ス
メ
ン 

.
の」

罷
業
は
、
ハ
ァ
ス
ト
系
新
聞

_.に
於
て
，の

^

行
は
れ
、
而
も
紙
育
新
聞
印
刷
エ
組
合
支
部
第
ニ
の
役
員
の

*

志

に

反

し

て

起

.と

っ

た 

も
の
.で
あ
つ
た
。
 

• 

• 

:
 

.

雔
ニ
三
ニ
九

O

K

I
六
苹
及
ー
九
--
ー
ー
年
の
植
字
エ
の
全
國
的
锚
_

の
揚
合
に
於
て
も
、
全
國
的
に
共
通
せ
る
勞
働
時
間
短
縮
駆
求
.の
罷 

業
で
.あ
る
に
拘
ら
ず
，
其
解
決
は
各
都
市
に
於
る
画
體
協
約
に
任
せ
、
全
國
的
協
.約
は
生
れ
な
か
っ
た
。

註

ニ

四

.細
宵
の
如
き
印
.刷
業
：の
.最
も
®

製
へ
な
る
.中
心
地
に
.於
.て
：は
_、
备
國
的
粗
合
；の
圓
锻
交
渉
上
.に
.有
す
る
位
骰
は
、

一
層
北(

窟
要
性
を
減 

.

.ず
S'
が
'如
ぐ
思
は
れ
る
。
紙
育
.の
.
.如
0

都
市
...の'画
體
协
約
«
.他
に
.對
し
.て
.檄
準
を
.示
'す
も
.'の
.で
，.め
，り
、
■
■又
.|1
1
:育
の
.紐
合

の

.如
き
大
な 

.
る
都
.市
勞
働
紐
合
は
、
驻
ニ
’ー1
に
述
べ
た
る
が
如
ぐ
三
A'
O

Q
人
の
多
數
が
：'八
週
間
に
も
亙
り
て
全
國
的
紐
合
の
後
援
な
く
し
て
寵 

業

^
行
ひ
得
S「

の
で
あ
る

0 

.
 

• 

/ 
:
:
.
 

m

il
.

_
體
協
約
を
有
す
^
:雇
生
紐
合
は
、
餘
ニ
ー 

の
四
組
合
め
他
に
紐
育
市
及
近
郊
觉
胎
阪
給
版
製
版
業
若
紐
合
を
加
へ
た
る
五
組
合
で 

あ
る
。
|1
體
協
約
を
有
す
る
や
否
：や
不
明
な
る
诚
主
.紐
合
は
、
'平
版
印
刷
業
者
の
.'糾
合
、
製
本
業
者
.の
.ニ
'飢
合
、
其
他
で
あ
る
。
此 

^•
平
版
印
刷
業
者
の
紐
合
.は
-ー

九
.0
六
雄
に
勞
働
組
合
反
對
を
聲
明
し
、
ー
九
ー
七
年
^
. E

.
‘Hoagland, 

Collective 

B
a
r
g
a
m
i
D
g

第|

一
十
：四

卷

A

七

八

九〕

：
米
國
印.刷
_

勞

資

願

體

概

觀
'

.第
五
‘號
 

ー
0

1



笫

ニ

十
㈣

卷

：

ハ
七
九
〇

)

米
_

印
刷
架
.勞

資

画

體

概

觀

：
 

氣
芄
號
-

一
〇
ニ

in. 

t
h
e

 

L
i
i
n
o
g
r
a
p
M
c

 

I
n
d
u
s
t
r
y
,

 

S
t
u
d
i
e
s

 

w
^
o
o
o
s
^
o
w 

p
»
 ̂

p
^
c
g
^
^
p 

i

. 

T
L
X
X
l
v
,

 

N
o
. 3 

(
N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1917
)

の
出
版
ざ
，れ
た
る
常
時
に
於
て
も
猶
反
勞
働
組
合
の
國
歡
で
あ
つ
た
が

で
な
か
。
金
米
平
版
印
刷
エ
同
盟
の
機
關
雜
誌L

i
t
h
o
g
r
a
p
h
i
c

 

J
o
u
r
n
a
l
,

 

J
u
n
e
,」

927
, 

p. 

2
1

の
報
ず
る
所
に
依
れ
ば
ノ
同
紐
合
ミ 

/ 

一
 

_

の
.屈
主
と
の
間
に
協
約
が
結
ば
れ
、
同
協
約
は1

九
ニ
七
年
四
月
ょ
り
効
力
を
生
じ
一
九
ニ
八
年 

一
ニ
月
を
以
て
期
限
終
了
の 

も
の
で
あ
づ
た
が
、
ニ
部
：の
雇
主
ゅ
典
描
約
內
容
を
艰
認
せ
ず
屑
主
間
.に
分
裂
を
生
じ
た
ミ
-の
事
で
あ
る
0
低
し
楚
等
の
.屌
主
2

は
平 

版
印
刷
業
泝
描
舍
を
指
す
る
も
の
：な
リ
や
：乂
は
同
：協
#

<

©
す
る
雇
主
：の
ブ
部
な
り
や
又
は
他
の
雇
主
な
リ
や
.之
$:
-
:叨
に
し
な
い
。

独

ニ

六
.
也
等
勞
働
條
件
決
定
の
國
體
協
約
.及
仲
裁
契
約
の
精
密
な
る
研
.究
は
之
を
.他
の
'機
會
に
§

づ
る
。

独
ニ

七

寫

眞

製

敗
業
も

比
較
.的
小
產
業
に
し
て
而
も
印
刷
業
中
樞
要
の
地
位
を
占
む

夺
點
及
；び
寫
眞
製
版H

は
高
度
の
熟
練
工
に
し
て

九
八 

^
の
組
.合
を
贫
す
.る
...
點
.
-
0<1
炉
ロ
8 B. Catlin,. The'Labor Problem in .the.u, s. and. 

G
r

-Brita

s-. Ne
w York, .102.6, p, 

3o>
o

等
、罨
朌
版
製
版
業w
共
通
.
の
事
情
を
有
し
て
居
る
。
加
.ふ
る
に
寫
餺
製
販
業
の
紐
育
勞
资
國
體
が
有
す
る
仲
_

契
約
は
、
勞 

资

双
方
の
同
數
の
代
表
者
夂
リ
成
立
す
る
.
#裁
麥
货
會
が
仲
裁
に
：失
敗
せ
る
場
合
に
は
、
全
國
的
國
體
の
組
織
ナ
る
.委
員
の
仲
裁
に 

附
せ
ら
る
X
事

^

宛
む
るi
.
の
で
あ
つ
て
、
其
^

質
；上
寧
ろ
和
解
契
約
式
見
ら
'る
、べ
き
も
の
で
あ
る
o

Il
t

m
眞
製
版
業
勞
赘
圃
髀
が 

其
協
調
に
依
り
て
勞
働
市
場
を
獨
占
し
、
消
費
若
を
搾
収
す
る
事
に
.侬
リ
て
獨
占
的
利
潤
を
#

つ
V

あ
る
，に
非
ず
や
V
Vす
る
疑
は
、 

Federal 

Trade 

commission 
.に
依
る
告

發 

■な

ヴ
.て
現
れ
■て
居
る
.
0Int.e3

ati.onal 'Fhoto-E.ngravers, 

U2.
B
, Reoort of 

OfHcers to 
I
9M'
6ogveBticn

に
同
件
の
係
^

中
な
る
旨
が
報
告
'さ
れ
て
居
る
が
、
其
■結
果
如
何
に
な
リ
し
や

を
詳
に
し
な
い
。

註

ニ
八
前
祺
拙
稿
第

四
節
參

照

。.
.

訪
ニ 
九 

Labor .Research .deljt.

. 

of the R.an<i .school of Social
r/lcience. T

h
e

>
3
fl
)n.
o
a
n 

.
L
a

rr
*
o
r 

Year B
8
k
,

M0
2
0
1
4
-
T>J22.

註

！一
一
〇

詫

ニ

五

參

照

。..

‘ 

.

.

.

. 

. 

.
'
. 

' 

,

四
、
各
勞
資
團
體
の
態
度
及
方
針

:
以
上
極
め
て
不
滿
足
な
，か
ら
米
國
印
刷
業
に
於
る
勞
資
闻
體
間
の
關
係
を
、
‘紐
育
を
中
心V 」

レV

述

べ

气

次

に

. 

L
述
ぜ
る
I

其
他
の
材
料
k

s

て
是
等
勞
資
國
體
の
態
度
及
方
針
ビ
看
做
さ
る
、
も
の
を
考
察
し
て
見
や
ぅ
。

先
づ
勞
働
組
合
に
就
て
見
る
に
、
彼
等
は
殆
ざ
全
部
米
國
勞
働
聯
合(

A
m
e
r
i
c
a
n

 

Fe
d
e
r
a
t
i
o
n 

of 

L
a
b
o
o
R
r 

し
.、
殊
に
彼
等Q

內

最

甚

要

f

.活
版
印
刷
業
勞
霤
合
は
米
塁
働
聯
合
の
中
堅
I

し
'
居̂
る
。I

一
一〕

現 

在

の

資

本

義

罄

製

及

S

伴

金

s

f

 

I
し

、
團
s

s

?

p

 一
 

？

々
漸
進
的
S

鈒
の
增 

管
#
勒
時
間
の
短
縮
、
其
他
の
勞
働
條
件
改
善
を
圖
ら
んVJ

す
る
米
_
勞
働
聯
合
の
現
實
主
義
は
其
儘
之
を
，
^

® 

5

働

組

合

の

獲

で

t

s

f
事
が
S

る
。
S

印
刷
8

S

合
は
、
平
版
印
刷
H

&
く
他
は
、
皆 

哦

業

別
に
組
織
m
れ
た
る
組
合V」

しV

霊

し

V

來
た
。
彼
等
の
關
心
す
る
所
は
"
言

の

組

貪

の

匿

に

在

る
 

の
み
で
あ
る
0
彼
等
に
^
つ
て
階
級
ど
し
て
の
勞
働
者
の
福
祉
の
妯
さ
は
第
.ー
義
的
の
關
心
事
で
は
な
い
。
如
何
な 

る
社
會
的
S

政
治
.i

f

、
夫
S

接
S

等
の
職
業
S

蠢

f

有
せ
f

限
6
、
彼
等
g

つ
て
無
興 

味
で
あ
る
。
彼
等
は
.一
切
の
勞働者を一組織內に園結.せ
し
め
ん
働
騎
士
團

(

§

1

え

n

〕

の 

理
想
主
義
ど
抗
箏
し
て
遂
R
勝
利
を
得
た
。 

：

:

沿
k
s
s
l第
一
節
に
於v
-
^

多
少
觸
れ
た
所
で
あ
る
が
、
印
刷
業
勞
働
組
合
は
大
部
分
職
業
S
組
合
主
義(

0
邑
 

u
n
i
o
n
i
s
m
〕

に
據
つ
て
進
ん
で
來
た
。
其
初
期
S

V

は
、
達

印

刷

業

の

勞

働

者

>
般
を
包
含
せ
ん
ど
す
る
も
の 

で
あ
つ
て
、

一
見
産
業
別
組
合(Industrial 

u
n
i
o
n
)

の
如
く
で
あ
る
が
、
當
時
は
印
刷
業
の
霊
が
未
^
何
等
の 

分
業
を
生
ず
る
程
資
到
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
又
一
八
六0

年
頃
ょ
ぅ
一
九0

.

四
年
頃
ま
で
の
期
間
、
即
ち
® 

育
市
に
最
初
の
ブ
レ
ッ
ス
メ
ゾ
の
組
合
が
現
れ
し
前
後
ょ
6
、.

プ
レ
ッ
ス
メ
ゾ
、製本

‘エ
.、

紛

懸

脸

版

製

版

エ
 

第
二
十s

’
 

C

七
九一

〕

来
國
印
刷
業
勞
靈
體
槪
觀 

第
5
 

5
三



第
二
屮
四
卷 

'(

七
九
5

:
米
國
印
：刷
義
勞
資
画
體
槪
觀 

.望
號 

ー
0
四 

寫
眞
製
版H

が
夫
々
活
版
印
刷
エ
.組
合
ょ
.：办
分
離
じ
終
る
海
の
：期
間
^
於

て

は

、

洁

版

印

刷

エ

組

合

は

.或

場

合

に

於
 

，て
產
槳
別
組
合
主
義
を
ど
る
も
の
な
る
か
の
如
き
外
觀
^
罢
し
た
テ
即
ぢ
淸
版
印
刷
エ
は
分
離
せ
ん
と
す
る
ナ
レ
ッ 

义
メ
ン
其
他
を
引
留
め
，ん
ど
し
た
の
'で
あ
つ
て
、

「

應
灌
業
別
.組
合
把
ら
ん
ざ
試
み
ぶ
.も
の
で
"あ
厶
0:
併
し
乍
ら
活 

版
印
刷
工
組
合
は
本
.來
職
業
'別
組
合
で
あ
り
て
ノ
印
刷
零
の
發
達
^
伴
び
分
業
が
生
じ
で
、
甞
て
職
業
別
組
合
た
.
 ̂

し
ネ

の
が
自
ら
產
業
別
組
合
^
轉
'化
.せ
ん
ど
し
つ
、
あ
っ
-た
k
過
ぎ

S
い
o
,各
職
業
：別
組
合
‘か
分
立
す
る
k
至
つ
た 

.,の
は
.、'
.結
局
.彼
等
本
來
_の
.目
的
化
副
.ふ
も
の
で
あ
つ
た
。
前
記
の
期
間
^
於
る
母
體
»
合
ヾ」

分
離
組
合ヾ

」

の
抗
爭
は
、
 

恐
ら
く
當
時
の
印
刷
エ
.全
般
に
彼
等
の
組
合
連
動
^
就
て
の
理
解
が
充
分
で
ば
«
か
つ
.た
爲
め
.で
は
あ
る
爻
ぃ
か
。 

c
g
l

 

5
斯
の
如
く
活
版
印
刷
業
の
諸
努
働
組
合
は
、各
自
■
業
'別
組
合
主
義
^
依
6
其

組

合

員

‘
の

福

祉

を

圖

ら

ん

ヾ

し 

す
る
4
の
で
あ
ふ
。
多
く
は
熟
練
エ
の
組
合
で
あ
，る
が
故
^
.、
不
熟
；鰊
エ

^
共
^
產
業
別
紙
合
?:
組
織
し
て
、
其
雇 

主
ど
の
對
抗
上
の
優
越
な
る
地
位
を
失
ふ
拿
は
、
彼
等
の
現
實
主
義
に
反
す
る
ぺ
註
！1
1
!
1
0
現
在
彼
等
の
組
合
規
約
中 

目
的
マ」

し
て
記
3
れ
た
る
も
の
は
、
幾
分
彼
等
本
來
の
目
的
を
表
明
す
る
も
の

ヾ

し

考

へ

ら
る
：、
の
で
あ
る
が
、
紐
育 

活
版
印
刷H

組
合
第
六
及
ブ
レ
ッ
ス
メ 

V

組
合
第

五

一
の
規
約
は
共
に「

職

業

の

，福

祉

パ

p
a
f
t

 

interest)

を
保
護 

し
增
進
す
を
事」

を
以
て
其
目
的
ど
す
ど
明
言
し
て
居
る
。C

替

1

5
他
.の
紙
合
規
.約
^

%
同
樣
.の
文
章
が
見
ぇ
る
。

以
上
以
如
く
活
版
印
刷
業
に
於
て
職
業
別
組
合
主
義
が
行
は
れ
て
居
る
に
反
し
、
平
版
印
刷
業
^
於
て
は
、
勞
働 

組
合
は
一
產
業
吋
の
熟
練
工
全
部
を
包
含
す
る
準
産
業
別
組
合
S
し
て
出
發
し
、，
其
後
幾
多
の
準
產
業
別
及
職
業
別 

紺
合
の
對
立
時
代
ヒ
經
て
、
現
在
：の
廣
業
組
合
^
達
し
/2
る
事
似
嘗
;^
»-
べ
だ
る
が
如
く
で
あ
6-
0
0註
7達

0:
彼
等
が 

活
版
印
刷
業
の
勞
働
組
合
せ
.異

办

、
勞

：働

騎

士

；團
の
，

.7-
に
.卿

全

國

的&.
:
:合

を
1 :
禄

じ

た
-事

實
1
4
.、

勞

顧

騎

士

_

の

博

愛

的

精

神

の

影

響

を

受

け

た

る
.事

が

振

测

せ

ぢ

れ

る

の

で

：あ

る

：が

、
：
而

も

其

初

期

k

於

て

最

も

切

實

は

ー

保

護

を

欲
 

求
す
る
不
熟
鰊
エ
^
彼
等
於
除
外
し
れ
る
理
由
は
明
で
な
い
o
而
し
て
現
在
彼
等
が
産
業
別
組
合
を
な
す
は
、
主
S

し
，て
雇
主
侧

.

ど
對
抗
の
自
衛
上

.

の
必
要̂

出
で
た
る
も
の
で
あ
々
、
彼
等
が
活
版
印
刷
業
勞
働
組
合
同
樣
現
實
主
義 

を
ど
る
も
の
な
る
事
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

印
刷
業
勞
働
組
合
の
大
部
分
が
斯
の
如
く
夫
々
の
職
業
の
福
祉
を
圖
ら
ん
ど
す
る
^
至
つ
た
の
は
、
主
ど
し
て
多 

年
の
經
驗
の
結
果
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。

一
八 
一
ー0

年
代
末
ょ
ぅ
一
八
六
〇
年
代
初
頃
ま
で
の
期
間
は
、

一
般
R
勞
働 

者
の
政
治
的
社
#
的
蓮
動
が
旺
盛
で
あ
つ
た
が
、
印
刷
業
勞
働
組
合
も
此
期
間
に
は
經
濟
的
活
動
を
離
れ
て
、
政
治 

的
社
會
的
蓮
動
^

ネ
足
を
踏
入
れ
た
パ
驻
三
六)

併
し
二
八
六
九
年
頃
^

現
れ
一
八

八

八
年
頃
其
勢
力
の
頂
點
k
達
し 

た
勞
働
騎
士
園
に
對
し
て
は
、
職
業
別
組
合
主
義
を
主
張
し
て
反
抗
し
て
居
る
®
ふ
I

s
ょ
6
見(

る

^

、

其

當

時
 

R
於
て
は
耽
に
經
驗
R
敎
へ
ら
れ
て
職
業
別
組
合
主
義
に
依
つ
て
經
濟
的
及
共
濟
的
活
動
ド
の
み
組
合
活
動
を
制
限 

.す
る
方
針
を
採
つ
.て
居
た
の
で
は
あ
る
爻
い
か
。
. 

:

'

•

:

.■.
 

'

以
上
の
如
く
印
刷
業
勞
働
組
合
の
態
度
は
.、
：
大
體
R
於
て
現
實
主
義
者
的
で
.あ
.

c
/

而
し
七
.社
會
意
識
又
は
.階
級 

意
«
に
は
殆
ざ
甚
か
ず
し
，て
、■

職
業
意
1|
'

9
叫
6
€
'
8
1
1
5
0

0*
1
1
5
1
1
€
5
3

)

?:
の
み
有
す
る
者
の
態
度
で
あ
る
。
&

つ
て
被 

等
の
方
針
は
排
他
的
で
あ
气
，
利
己
的
で
あ
る
。
.彼
等
ば
或
は
高
率
な
る
組
1
加
入
金
を
要
求
し
、
或
は
徒
弟
採
用 

乃
至
養
成
上
種
々
の
方
法
k

v
其
數
を
制
限
し
' 
或
は
種
々
の
方
法
を
以
て
生
産
額
制
限
を
行
ふ
。§

s

前
節
に 

述
べ
た
る
.が
如
く
勞
働
獨
占
^
依
1

て
消
費
者
摊
取
釔
行
ぶ
^
疑

は

し

む

る

，程

度

の

狀

態

k
至
^
場
合
す
ら
あ
.る
。 

又
彼
等
は
後
述
ず
る
が
如
く
.
_己
の
組
合
の
支
®
權
範
圍
を
擻
大
.せ
ん
S
し
て
相
爭
ふ
。
‘
ダ

箄
ニ
十
叫
卷
ハ
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七
.九
S

来
阈
印
刷
業
勞
赘
願
體
槪
觀
' 
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艽
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ー
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米
國
印
刷
業
勞
资
團
體
槪
觀
' 

. 

_五
號
. 

ー
0

六

V
又
現
實
茧
義
者
な
る
是
等
勞
働
組
合
は
，
現
在
の
*
鈒
制
腐
を
承
認
し
、
'圃
體
交
渉
を
獎
勵
す
る
。
又
勞
資
協
調 

5

^
係
を
#:
續
せ
ん
が
藤
め
^
、:'
;
伸
裁
契
約
を
歷
主
侧
ど
错
び
、：へ
極
端
な
る
場
，合
に
は
、
へ
罷
.業
權
を
殆
ざ
全
く
放
棄 

す
る
事
前
述
の
如
く
で

あ

る

.。

.又
龍
寒
幻
行
ふ
場
合
に
.於
て
も
、
^
は
極
めV

.

氓
穩
R
何
等
暴
力
を
用
ふ

る
事
な
■く 

し
で
行
は
.れ
る
。
S

H
丸)

夂
彼
等
呔
_
合
員
を
し
て
圓
體
'協
敉
を
遵
守
せ
以
ひ
る
や
ぅ
取
：締
を
：な
す
の
必
要
上
、
.其 

統
制
紙
織
は
尊
制
的
な
ら
ざ
る
^
得
な
'

s

 

a

s

s

y

…

次
R
是
等
勞
働
組
合
は
、
.其
組
合
員
の
爾
It
增
進
の
爲
め
、
共
濟
事
業
^
對
し
て
も
大
な
る
_

心

を示
し
て
居

る
o 

組
合
運
動
初
期
^
於
て
は
'
活
版
印
刷
エ
は
共
濟
事
業
を
行
ふ
が
爲
め
祀
、
其
經
濟
的
活
動
を
全
く
停
止
し
た
時
代 

す
ら
あ
る
々
t

a

c又
其
反
對
に
組
合
が
鬪
爭
的
な
る
時
代
に
は
、
共
濟
事
業
は
極
め
.て
輕
視
せ
ら
れ
た
。
現
在
に 

於
て
植
字H

の
組
合
の
如
さ
は
、
米
^
勞
働
組
合
中
共
濟
事
業&

最
も
，發
達
せ
'る
も
'の
、

一V 」

し
て
數
ベ
ら
れ
て
居 

る

。
.(

註
四
5

い

•

印
刷
業
が
其
過
程
の
大
部
分
^
於

て

、知
的
敎
育
的
.な
る
熟
練
作
業
な
る
事
及
印
刷
業
中
化
は
極
め
て
小
規
模
經 

營
の
可
能
な
る
部
門
存
在
し
て
勞
働
者
は
獨
立
經
營
者
ど
な
る
の
機
會
あ
る
事
等
、
斯
の
如
き
印
刷
業
の
性
質
は
、
 

右
に
述
べ
た
る
印
刷
業
勞
働
組
合
の
態
度
及
方
針
^
對
し
て
も
部
分
的
說
明
を
與
>
る
も
の
で
あ
る
ぺ
飩
西
5
 

.

.次
^
屜
主
組
合
の
態
度
及
方
針
を
述
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
第
三
節
k
述
べ
し
所
^
依
6
自
ら
明
な
6 V」

思
ふ
が
故 

に
、
此
處
に
再
び
繰
返
す
事
を
避
け
や
ぅ
。

.註 n 
二 

-前
揭
拙
糙
E

ニ 
參
照
：
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.

註
”三
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1

一
'
-

八
.
.

九
.
o

年
度
.及
ニ ■

八
：.九
.四
.
.

af

歡.SS

ー肢 
一-®
.剧
组
.合
一
大
食
に
.
.
.
'

於
.る
.
.
&

A-
C
長
及
'副
.杻
ん
0.
長
.0;
.言
.を
見
.る
に
：'、'.
.技
.等
.
©

'.
フ
'レ.，ツ
.
.
.

叉.
.

メ
ソ
分
镑
■

反
對
意
見
ば
、：，何
等
明
確
な
る
'賴
據
.を
有
‘し
な
い
。
其
當
時
'迄
約V.

世
.
®間
同
：

V
の
扭
合
'に
あ
”
て
共
同
の
、行
動
をV

タ
つ 
> 
あ
9
.
 

し
.者
ミ
分
離
す
る
事
.'に
對
す
る
自
然
の
感
情
的
緩
ー
惡
.、
從
來
絃一

さ
'れ
來
だ
9

た
る
'も
の
が
分
裂
す
，る
^

に(

對
し
睛
黑
に
見
ゅ
る
前 

途
の
不
安
等
が
、
主
ミ
し
て
彼
等
の
態
度
を
說
明
す
る
も
の
で
任
な
か」

ら
>
か
0

0
§
>̂.
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註
！

li

五

前

揭
M

稿
一
七
-—

•四
六
.頁
參
照
。

驻
三
六
此
時
代
に
於
て
は
、

M
育
組
合
員
に
し
て
後
に
諸
業
勞
働
組

：

合

o
e
n
e
£ 

Trades- 

union
〕

の
委
員
長
及
阈
會
議
貞
た
リ
し

w
y 

M
o
o
r
e

7A
M
育
組
合
長
に
し
て
紐
合
社
會
主
義
者(

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
i
o

た

り

しHorace 

G
r
e
e
l
e
y

の
.沾
躍
し
た
時
代
で
あ
る
0
活 

版
.

H

の
組
合
も
此
諸
業
勞
働
紐
合

-K
-
は
.其
組
織
に
就
て
も
盡
力
し
た
程
で

’あ
り
、

^
時

I

.般
勞
働
者
間
に
極
め
て
盛
‘な
り
し
協
肘
組 

合
述
動

"
殊
に
虫
產
者
協
闾
紐
‘合
述
動
を
支
持
し
、

ー
八
.：九
0
年
费
府
に
は
印
刷
エ
の
斯
る
協
闾

.組
合
が
生
れ
た
。
.

w
t
i
s
, 

op. 

c
i
r

.pp. 

I62~3,MI.S,

yt
7
2
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註
三
七 

Tracy, 

op. 

c
r
p
p
,
3
6
9

丨370. 

-

5

1

八

苹
版
印
刷
.業
に
於
る
5

タ
T
窬H

組
合
、
ni
l
版
印
刷
業
に
於
る
シ
デ

ロ
グ
ラ
フ
ァ

ス
の
組
合
及
朝
'銅
版
彫
刻
印
刷
工
の
組
合
.に
就 

て
は
、
机
合
加
入
金
.、
徒
弟
養
成
規
定
及
一
般
に
/k
m

制
.限
を
目
的
ミ
す
る
規
定
等
の
諸
點
を
明
に
し
.な
い
の
で
あ
る
.が
、
其
他
の 

組
合
に
就
て
楚
螇
の
諸
點
を
觀
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

.最
高
.の
組
合
加
入
.金
を
要
^

す
る■

.々
卜
思
.は
.る 

> 

.の
は
'
、
. 

'
。フ
.レ
，ッ
ス
メ

ン.組
合
第
.五

一

で

：
あ
.つ
.て
、
.如

入

者

は

其

從

事

す

る

■作
業
に 

對
す
る
紐
合
最
低
賃
銀
の
一
週
分
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
，い
。
乃
ち
其
作
業
部
の
如
何
に
從

つ
て
五
五
弗
乃
至
六
' 六
#

e
な
る

の

パ

で

あ

焫
ニ
十
四
.卷

(

七
九
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資
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r
e
s
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m
e
n
K
u
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I
V
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a
w
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I
9M
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A
r
t
i
c
l
e

 

I
V
,

 

s
e
c
t
i
o
n
.

 

I
A
.
.

之
に
反
し
て
最
も
少
領
を
耍
求
す
る
も
の
は
、

製
本
エ
の
組
合
セ
あ
っ
て
、
舞
全
國
的
粗
合
規
約
:̂
依
れ
ば
毋
子
は
十
#
:以
.上
女
子
は
五
弗
.以

：
上

で

务

る

、

0
但
し
紐
育
組
合
は
li
t

以 

ぃ

上

を

要

求

し

て

居

る

：
の
；
で

あ

^
•て
、
，，
製

本

エ

組

合

に

歸

す

る

紙

斷

エ

紐

合

第

|
.

1

九
の
如
き
は
實
際
上
一
0

0
#

の
加
人
费
を
要
求 

L.
T

—

^

t̂v
'
fe
o

p

s

c

c

^

i

n

g

s

o

f

a
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R
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g
u
l
a
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M
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e
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^

t
h
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a
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l
l
i
e
d

 

p
n
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s
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T
r
a
d
e
s

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
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5
2
6, 

i
p
. 

R
e
p
o
r
t
s

 

o
f
o
f
H
c
e
r
s

 

t
o

. se
v
s
t
y
-
s
e
c
o
n
d

 

s
e
s
s
i
o
n
o
f

 

the. 

I
o
t
e
r

tJa
t
i
o
n
a
l

 

T
y
l
J
O
-

 

g
r
a
p
h
i
c
a
l

 
U
n
i
o
n
,

 

1927
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p
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.

 

1
000
丨
9,
併
し
他
の
製
本
エ
紐
育
紐
合
に
就
て
は
此
點
を
明
に
し
な
い
。
而
し
て
他
の
す
べ
て
の
妞 

.

合
は
前
記
最
高
の
.ブ
レ
ギ
ス
メ
ソ
ミ
最
低
の
製
本
エ
迖
中
間
に
位
し
て
居
る
。

徒
弟
制
度
に
關
す
-る
紐
定
に
就
て
气
亦
V

W

ス
メ
.ン
組
合
は
最
長
の
*

弟

年

限

を

耍

求

，す

る

。

其

作

業

の

性

®'
に
も
W

る
事 

は
云
'ふ
ま
で
.も
.な
.い
*か
、
輪
轉
印
刷
機
の
.フ
レ
ッK

マ
ソ
徒
弟
年
限
は
四
年
な
る
に
，-加
へ
.て
同
徒
弟
た
ら
んV

/

す
る
卷
は
、
少
く W

も 

五

年

以

上

：全
國
的

：

ブ
レ
ク
ス.
メ
.
ン
.糾
合
の
組
合
員
た
.
Uし
も
の
'な
る
事
.を
'要
.求
す
.る
の
で
あ
.る
"か
ら
、
ブ
レ
'
ツ
■ス
マ
シ
ミ
な
る
ま
で 

に
.は
#
く W

 

も
九
年
を
要
す
る
o w

c
a
l
e

 

A
g
i
r
e
e
m
e
n
t

 

b
e
t
w
e
e
n

 

p
r
i
n
t
e
r
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L
e
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u
e
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n
d

 

t
h
e

 

U
n
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2
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J
I
S7V

s
e
c
t
i
o

.o*74
, 

.■<舍
國
製
本
エ
組
合
は
.男
.子
^

對
し
て
四
年
、
女
子
に
對
し
て
一
年
を
要
求
し
て
居
る
。
又
場
合
に
依
っ
て
全
く
徒
弟
期
間
を
免
除
し 

て
粗
合
員
を
加
入
せ
し
む
る
事
を
都
市
組
合
に
許
し
て
居
る
。

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

 

B
r
o
t
h
e
r
h
o
o
d

 

o
f
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o
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r
s
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G
e
n
e
r
a
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L
a
w
s

 

-
C
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chv
s
e
c
t
i
o
n

 5
3

他
の
組
合
は
總
べ
て
四
苹
又
は
五
年
.の
修
業
年
限
を
耍
求
し
て
居
る
？
觅
に
乂
楚
等
組
合
は
雇
.主
^
の
協
約 

.

.に

.於
て
、
徒
弟W

修
，_
職
工
？
の
比
率
を
1
定
し
徒
弟
を
制
限
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
新
聞
植
字
エ
十
五
人
に
對
し
て
徒
弟|

人 

最>#>饱

限
.
.の
‘甚
し
舍
.も
■の
.
.
V知

く

C

は
是
.ょ
U-
■も
緩
.で
ー
あ
.る
.
'0
.
.
.併
し
^

れ
' 

.
も
.斯
.«>
如
.き
比
^

を
定
め
て
居
る
.事
は
勿
論
で
あ 

リ
、

徙
弟
：
.の
：
一..工

場

內

に
於
る
絕
：對

數

を

制

取

す

る

揚

合

も

，あ

s:
:o
M

に
採
 ̂

r

六
才
ょ
り一

八
才 

ま
で'

V

定
む
る(

紙
珙
斷
エ
組
合
，

>
ぶ

如
_き

方

法
.

依̂
っ
て
；も
.'
徙
希
の
：制

取

が

行

は

れ

：

'て
廣
る
？

更
：に
：：六

©
協

約

に

規

焚 

K

依

れ

ぱ
■'
»
,徒
弟
，採」

用
の
.；際
說
街
'©
'任
に
當
る
も
の
；̂

、
截
；長
ヒ
；し
：て
_

,

此̂

培

長

は

扭

合

具

弋

あ

ん

が

软

に

、
,此

方

面

に

於

て

徒

-

-

-

-

-

-

-
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f
 
r
g
-
l
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l
&
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弟

餌
®
.を
行
ふ
‘
事
も
可
能
.
.で
あ
ぢ
ぅ
？

，

'
坐
產
制
限
ば1

人
の
.な
す
仕
^

の
®

乂
は
賴
類
を
制
限
す
る
事
、
又
は
ー
簦
の
櫸
械
を
取
扱
ふ
職
工
^

J

定
む
る
.事
、
又
は
他H
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-場
ぢ
於
.て
紐
立
.て
ら
れ
_

に
.印
刷
に
用
'̂
:
ぢ
る
活
字
：の
組
.販
^

は
紙
齊
&
貸
借
寶
貢
を
禁
す
る
等
の)

方
法
.ゆ
做
っ
て
：
行
は
れ
て
识
る

0 

.

.
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M
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-
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.
o
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參
照 
o' 

■

驻
三
九
一
九
〇
五
年
__

六
苹
植
字
エ
の
全
國
的
罷
業
は
、

暴
力
の
使
^

か
全
ぐ
見
ら
れ
な
か
っ
た
點
で
有
名
で
.
あ
っ
た
。
-
f
p 

0? 

c
i
rフ
ox
oq
, 

■.
 

' 

.

.
註
p

〇

此
傾
向
は
全
國
的
組
合
が
都
市
粗
合
の
龍
業
を
監
督
す
る
上
に
於
て
も
親
れ
て
居
る
。
本
槁
第
三
節
參
照
。

話

四

，

一

一

八

一

五

年

顷

獨

立

戰

带

奈

翁

職

#

の
終
結
式
共
に
襲
來
し
た
る
不
景
氣
は
、當
睁
.の
勞
働
組
合
の
勢
力
を
奪
ひ
去
っ
た
が
爲
め
に
、

#-■
 

- 

' 

. 
、
 

、
 

-
*
.
*
K 

- 

.

. 

勞
働
紐
合
の
活
動
は
..主
ミ
し
て
共
濟
事
業
の
方
面
に
集
_中

さ

れ

た

。

一
方
紐
育
：に
於
：る

.活
版
.印
刷
エ
の
紐
合
は
其
常
時
ま
'で
に
相
常 

の
，成
長
を
遂
げ
、
典
基
，金
も
%

大
す
る
に
贬
づ
て
基
金
保
全
の
必
要
上
か
'ら
組
合
を
法
人
化
す
る
の
主
張
が
規
れ
て
居
た
0

斯
し
て 

同
組
合
は
费
莳
耝
合
_の

例

：
に
：
做

，
ひ

.：
、..1:

八
-
八
苹
紙
育
州
當
局
ょ
り
法
人
た
る
認
可
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
當
時
は
未
だ
英
國
結
社 

法
の
行
は
れ
.て
居
た
時
代
で
あ
っ
た
爲
め
に
、
印
刷
工
紐
合
は
共
濟
事
業
を
行
ふ
画
體
迖
し
て
の
み
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

s
t
e
v
e
n
s
Y
O
P
.

 

c

i

r

?
 

斯
し
て
此
紐
合
は
法
人W

な
るW

共
に
經
濟
的
活
動
を
な
す
亊
を
禁
ぜ
ら
れ
て
し
ま
.つ
た
か
ら
.、

1
八
三
.1

年
に
第
四
次

.の
印
刷
工
組
合
が

.：新
に
組
織

5

'る
.、
ま
.で
の
.期
間
に
於

.て
は
、
.事
實
上
勞
働
；組
合

..は
存

*
.せ
.ざ
る
の

觀
を
呈

V 
.
 

* 

• 

•
、
• 

: 

► 
tt
 
.

-
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• 

- 

.

i

l

大
規
模
龍
業
の
：.な
>

年
に
於
て
は
同
.組
合
は
其
支
出
の
.相
常
大
な
る
'部
分
を
共
濟
事
業
に
€

け
'て
沾
.る
0:
ー
九
：
ニ
八̂

至
る
會
計
年
度
の
報
告
に
侬
れ
ば
、
各
個
組
合
員
の
納
む
る
組
合
費
の
八
七
^

以
上
が
.共

濟

琪

業

に

向

け

ら

れ

て

居

る

。
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其

第

ニ

ナ

四

卷C

七
九
七)

来

國

印
.刷

業
勞
赘II
體

槪

觀
_ 

第
五
.號
.

一

◦

九



::

第

二

千

四

卷C

七

九

八)

米

國

印

刷

業

勞

暮

體

槪

：觀

 

第

.五

號

.一
5

.行
ん
共
濟
事
業
は
組
.合
員
に
對
す
.る
'病

院

養

老

院

：な

る̂-
8.
§
 

p
r
i
n
t
e
r
'

 

1
1
0
3
?
の
#

營

、

死
亡̂

樹

金

.、
_發

老

苹

命

の

附

與

等 

で
.务
る
.:°
'

'

■.
.
.
 

. 

.

.

:

■

 

.

律
四
三
^
點
に
於
て
'印
刷
エ
が
湛
ま
れ
ネ
る
環
境
に
ぁ
：る
.3

思
;«
る
\
'
の
.は
*
印
刷
業
^
於
る
機
械
の
使
弗
^

熟
練
作
業
ょ
リ
不
熟
練
作
業
に
變
ふ
る
も
の
で
無
か
っ
た
ミ
云
ふ【

辦
で
ぁ
る
。
興
顯
著
な
る1

例
は
植
字
機
械(

L
i
n
o
t
y
p
o

の 

:
發
：明
後
の
狀
態
に
鬼
诎
さ
れ
：，る
。

.即

.ち
植
字
機
械
：に
依
.る
植
字
も
挺
來
.の
：植
字
作
.
_同
榇
の
熟
練
.を
：要
し
.た
の
で
ぁ
る
。
：
o
. E, 

warnett. 
T
h
e

 

Introduction 

o
f the 

L
i
n
o
t
y
p
e
,
’i.n 

R
.
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o
n
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n
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r
a
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Problems

X
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O
S
t
o
f

vso
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:
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.

:

五

.'
雇
主
：及
勞
慟
者
の
組
織
程
度

ー
九
ニ
三
年
に
.：
1
^
0
_
0
1
3

§
は
>
■'
.米

國

印

刷

業

：勞

働

者

(

植
字
エ
、
ブ
レ
ー
ス
メ
ン
、
>鉛
版
電
胎
版
製
版
エ
、 

寫
眞
製
版
エ
、
製
本H

、

平
版
印
刷
工
>
鋼
版
銅
版
彫
刻
.印
刷
1:
'
其
他
を
貪
む
。>
は
ー
九
ニ
〇
本
に
於
て
其
五
〇
• 

一
^
が
勞
働
袓
合
に
屬
し
、
’同

年

紐

育

の

植

字

エ

の

四

ニ

.'
一
一
 
必
は
組
合
に
屬
す
る
ど
計
上
し
て
居
る
，。

一
九
二
〇 

年
^
於
る
米
國
傭
業
勞
働
者
組
檝
程
度
の
最
高
は
、：
衣
服
仕
立
業
の
五
七
•
八
^
鐵
道
從
業
員
の
五
六
»
七
^
等
で 

ぁ
气
農
業
を
除
く
諸
產
業
勞
働
者
全
部
の
組
織
程
度
が
.

1
1

0 •

八
务
な
る
を
見
嗽
ば
、
印
刷
業
勞
働
者
は
米
國
諸 

產
業
勞
働
者
中
最
高
程
度
の
組
織
を
有
す
る
も
の
く
：
ー
で
;&
:る
。
尙

W
b
l
m
a
n

は
紐
育
化
於
る
植
字
エ
の
組
織
程 

度
が
他
市
に
比
し
て
低
き
は
、「

特

^
書
籍
及
臨
時
物
印
刷
エ
場
^
對
し
夂
ー
般
に
小
印
刷
エ
場
^
對
し
、勞
働
組
1 

が
支
配
力
を
欠
く
が
故」

で
ぁ
る
ビ
述
べ
て
思
る
。8
吗
码
>
以

上

ば

此

：方

面
^
對

1
る
最
新
の
'信
賴
し
得
べ
&
資
料

の
.全
部
で
.ぁ

-5
'

。
故
に
米
_

勞
働
述
動
^

關
す
る
此
報
街
庸
の
形
を
1 -
は
.じ

：ひ

か

が

奪

め

ば

ば

〜

結

乘
_り

貧

し

きe 

否
顔
：
、兎も約も

一

九
.二
ひ
$

以
亂
匕
於
る
狀
態
を
調
査
す
る
の
：努
力
が
免
3
れ
ね
ば
：な
^
^
ぬ
o
:而

i
組

.

辑

的

窬

査

：は

筆

者

k

セ 

$ 
て
?

 ̂

J

^

s

 

o 

成
機
#'
-
K 

_印
刷
業
：に就

：：

て
.は
絲
育
は
*
倒
的
k

勞

働

組

合

優

勢

•，
の

#

會

(
a

 ' u
n
i
o
n

 

t
o
w
n
)

で

あ

る。」
，f
j

云

は

れ
たc 
g
四
5

又
他
の
機
會
k
は
、「

紐
育
は
他
の
全
_
都
市
ビ

少
し
く
相
違
し
て
居

る
。
紐
育
は
他
の
全
國
都
市
R
 

比

し

て

：
一

層

勞

働

組

合

^
傾
い
て
居
る
0 (

un
io
n-
b
o
u
n
d
)
J
V
J

云
は
れ
‘た
0C註
S
C
是
等
の
言
どW

o
l
m
a
n

の
夫
ど 

の
間
に
は
時
期
め
相
違
が
ぁ
る
が
故
^
、
M
者
は
必
ず
し
も
相
反
す
る
.もQ

で
は
な
い
が
、
疑
は
し
さ
印
象
を
與
へ 

ず
^
は
居
な
ぃ
。
今

1_九
ニ
三
年
度
の
製
造
エ
業
統
計
及
同
年
度
の
.勞
働
組
合
機
關
雜
誌
に
報
街
5
れ
た
石
組
合
員 

數
を
截
礎
ど
し
て
計
算
を
試
む
る
に
、
先
づ
ー
九
二
三
年
の
組
合
員
數
は
次
の
如
く
で
あ
る
。(

註
四
.七
V

.
活
版
印
刷
工
組
合
支
部
第
六.

同
.

上

:
第

八

三

'■
■'

(

猶
太
文

)

:

同 

'上

.

第

一

三

一
(

ポ
へ
::
ミ
ア
文)

：

同

上

第

二

六

1
C

伊
太
利
文)

.

. 

.同

上

.

第
四
四
〇(

匈
牙
利
文
}

：

同

上

',
/'
.第八

；！

六C

波

蘭

土

さ

,
.
. 

同

::

上

：
：

第

八1

七(

希
臘
文)

獨

米

活

版

印

刷

X

組

合

支

部

第

七

：
'

發
送
H
'f
f
l合
支
部
第
六
.
.

鉛
版
製
版H

組
合
笫1

.
:
:

.
--
m

ニ
十
四
卷(

七
九
.九〕

米
國
印
刷
業
勞
資
願
體
ae
ia

九
、
ニ
五
九
人

ニ 

I

三
：人 

ニ
五
人 

.

.
，

九

七
人 

'

三
九
人 

ン

〇
： 

■:
.
ニ

七

人
 

:
1.

八

四

人
 

、

七

九

〇

人
 

九

〇

八

人

'四
月
調 

.同

上
 

同

.上 

同

'
上 

同

上
 

同

.
上 

同

上
 

同
’：
上 

同

：
上 

I :

月
調

第
五
號



第
一I

十

四

卷

(

八
0

〇)

米
國
印
刷
業
勞
費
園
體
槪
觀 

第
五
球 

ー
ニ
ー

電
胎
版
製
版
エ
組
合
支
部
第
'1

〇

〇

,
. 

: 

'

H

四
六
人
同
上
：

寫

眞

製

版

.エ

組

合

支

部

第

一

 

.
r
r
o
o
A
A I

一：

1

月
調 

。

紐

育

：w

e

b

b

.

_

s

«

v

>

;

^

v 

1
:

ー
、
ニ

〇0
人

：

：

九

月

調

'

:
:

合

.計

..、
 

一
*
1ハ
、〇
九
六
人 

i

方
^

於
.て
活
版
印
刷
及
出
版
業
、
.及
木
板
彫
刻
の
勞
働
者
數
を
合
す
れ
ば
"
四
八

、
五
三
六
人
ど
な
る
パ
I

A) 

此

四

八

、
•五
三
六
人
中
に
は
，
右

の1

六
、
〇
九
六
人
中
^

含
ま
れ
ざ
る
書
籍
及
臨
時
物
印
刷
ブ
レ
ッ
ス
メ
ン
及
其
助 

手

、

製
本
エ
、
紙
斷
エ
、
.其
他
を
含
む
で
居
る
•か
、
假

K
此
差
を
無
視
す
る
な
ら
ば

、

平
版
印
刷
業
及
銅
銅
版
彫
刻 

印
刷
業
を
除
い
て1

九
ニ
三
年
紐
育
：印
刷
業
勞
働
者
の
尠
く
S
も
三
三
，

は
勞
働
組
合
に
屬
し
て
居
た
事
を
知 

る
の
で
あ
る
。
又
一
九
■一
九
年
全
國
.的

組
合
ょ
6

M
退
せ
る
紐
育
書
籍
及
臨
時
物
印
刷
ブ
.レ
マ
ス
メ
ン
及
助
手
の
三 

組
合
員
數
は
約
五
、
五
0
〇
人
な
6
し
が
故
に
、1

九
二
三
年
に
於
る
ブ
レ
ッ
ス
メ
ゾ
、
同
助
手
及
製
本H

其
他
の
組 

合
員
數
ビ
し
て
少
く w

も
.五
、
〇
〇
〇
人
を
右
の1

六
，0

九
六
人
に
加
ふ
る
.事
を
許
^
る 

>
で
あ
ら
ぅ
。
此
數
字 

^
基
け
ず
組
織
此
率
は
四
.三
％
^
增
す
。
之
は
極
め
て
大
體
の
見
積
^
し
て
且
內
輪
の
見
積
で
あ
る
が
、
加
ふ
べ
さ 

製
本
エ
、
紙
斷H

等
の
數
は
甚
し
く
大
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
大
體
に
於
て
四
三
鉍
前
後
ミ
す
る
も
大
過
無
い
で
あ
ら 

ぅ
。
尙
細
育
平
版
印
刷
及
鋼
銅
版
印
版
業
^
就

て

は

何

の

：資

料

を

も

有

し

な

い

’
。

.
本
節
胃
頭
に
言
及
S
れ
た
る
紐
育
印
刷
業
灰
.於
：る
勞
働
の
組
織
程
度
高
し
ノ
レ

の
言
說
は
、.'.明
に
洁
版
印
刷
業
の
み

に
關
す
る
::
1
>
の

で

：あ

々

、

且
0
甚
等
の
言
は
夫
：々

一

九
ニ
六
年
及一
九
ニ
七
年
の
も
の
.で
あ
る
0

故
^

縱

令

|
九
ニ 

S

年
.の
組
織
比
.濘

：が

四

三

务

前

後

に

ル

ぬ

相

へ

應

高

ガ

冬

の

乍

ー

ら

^
歷

询

的

し

に

高

か

レ

ず

セ

^

び

な
6 

eず

る事
！：！

出

來

な.い
：.：。
併

し

活

版

印
^

^
勞
働
龃
合
が
細
育
k
於
て〉一、
九
ニ
六
年
迄
の
期
間
代
斯
—
も
念
速 

な
る
發
達
を
な
し
た
•̂
'
事
比
啤
成
疑
は
し
く
思
は
れ
る
バ
誅
四
九
ノ
'
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併
し
乍
ら
他
方
^
於
て
一
九
二
六

年
國

際

活
版
印
刷
工
組
合
ょ
ぅ
發
行
せ
ら
れ
た
る
パ
ム

フ

レ

ッ

ト
R

依
る
に
、
 

紐
育
市
に
於
て
同
組
合
員
を
雇
傭
す
る
エ
揚
^
於
て
印
刷
發
行
3
る
.、
雜
誌
及
定
期
刊
行
物
は
三
三
九
種
な
る
^
反 

し
、
非
勞
動
%
合
エ
場
に
て
印
刷
發
行
3
る

、
も
の
は
僅
に
七
種
に
.過
ぎ
なS

。

換
言
す
れ
ば
紐
育
市
に
て
印
刷
發 

行
せ
ら
る
、
雜

蠻

定

期

刊

行

物

中

九

七
•

九
匆
は
勞
働
紙
貪
な
：る
擎
エ
を
使
用
す
る
工
場
に
於
て
印
刷
せ
ら 

る

、
の
で
あ
る
。
cif
e
3I
.
a

〕

九
七

九̂
^
は
芷
し
く
コ
歷
倒
的
ぃ
^
稱
せ
ら
次
べ
き
比
率
で
あ
る
。
而
も
此
比
率
は
活
版 

印
刷
業
雑
誌
及
定
期
刊
行
物
阶
刷H

揚
R
於
る
植
字H

の
み
^
關
す
る
も
の
で
あ
づ
て
、
同
一
工
場
內
£

字
エ
以 

外

^
は
非
勞
動
紙
^
員
を
使
用
す
る
も
‘の
も
.此
內
^
含
ま
れ
ぬ
ど
は
限
ら
ず
、
且
又
以
上
の
雜
誌
及
定
期
刊
行
物
中 

他
所
に
於
て
印
刷

^

れ
細
育
^
於
て
發
行
3
る

、
も

.

め
も
含
ま
れ
ぬ

ど
は
限
ら
ぬ
’か
故
に
、
.猶

局

此

方

面
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於
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細
育
活
版
印
刷
業
全
般
の
勞
働
の
組
織
程
度
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さ
事
?:
示
す
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不
可
能
で
あ
る
。

各
個
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職
業
に
於
る
組
織
程
度
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就
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は

、
勿

論

シ

デ

ロ
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ダ

ラ

フ

ァ
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一
〇

0

^
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-
最
高
ど
せ
ね
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な
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ハ
璧
ー
摘
の
職
業
^
就
て
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製
造
エ
業
統
叶
の
鐵
字
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不
充
分
な
る
が
爲
め
^
、.其
比
率
を
示
す
事
は
闺
難
で
あ
る
。
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す
べ
て
冬

國
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合
一
九
ニ
三
年
度
大
會
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K

る
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货
報
告
書
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依
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翁

一,

九
ニ
七
牢
度
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同
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な
る
資
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年
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あ
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三
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〇
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表
參
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九
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九
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、
九
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九
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八
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又
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。
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〇
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に
依
れ
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、
一
九
ニ
三
年
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九
ニ
五
¥

に
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る
.全

米

國

印

刷

業

全

般

に

於

る 

本
均
勞
働
者
數
は
、
夫
々
一1

九

：一
、
〇

ニ

九

人

及

ニ

九

六

、
三
.
ニ

四

人

で

あ

る

.0
是
等
は
前
表
中
の
各
職
.
■
全
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を
含
む
も
の
で
あ
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前
表
の
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計
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ひ
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行
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、
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1
九
一
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1
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'四

七
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印
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又
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入
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a
l

 

a
n
d

 

Industrial 
o
r
g
a
m
-

 

zations 

of the 

U
nit

e
d

 

States,

.
 Revised 

edition 

(
Washington, 

I926V..PP. 

7
00
, 

M
A
vo
,

^

oは
左
記
組
合
の
飢
合
員
數
を
示 

し
て
^

る
。

'

.

'.
紬
宵
及
近
郊
鉛
版
货
胎
版
製
阪
業
农
協
僉 

•三
〇 

紙
贲
寫
眞
製
版
業
者
紐
合 

五
七 

;

:

細
贲
製
本
槩
密
飢
合(

反
勞
働
飢
合)

 

三
四 

.

.

.紐
育
製
本
業
者
及
帳
簿
製
造
業
協
#

:

.
 

九
ニ 

.

併
乍
エ
場
の
大
い
さ
が
示
さ
れ
て
历
ら
ぬ
以
上
は
楚
等
の
數
字
は
無
意
味
で
あ
る

。

.

R

又1

九
ニ 
0
/-
牛
に
紐
货
市
に
は
三
1

0の
反
勞
働
紐
合
印
刷
エ
場
、
ニ
四
〇
の
勞
働
紐
合
印
刷
エ
揚
が
#
籍
及
臨
時
物
印
刷
業 

に
相
在
し
、
勞

働

飢

合
_|
:

場
は
同
業
印
刷
物
の
三
分
£0
ニ
を
坐
鹿
し
て
居
た
亊
が
記
錄
さ
れ
て
居
る
が
、
9
.
^
.
?
0句0
1
1
,
0
1
>
.

备
.，
 

p. 

I
5
7
V

併
し
避
は
紐
.育
市
に
於
る
書
籍
及
臨
時
物
印
刷
の
三
分
の
ニ
が
印
刷
業
渚
聯
M
員
の
工
場
に
於
て
な
さ
れ
た
る
寒
を
.意
味 

•す
る
も
の
で
.は
な
い
。
現
*

に
於
るW

同
様
に
一
九
.ニ
0
苹
に
於
て
も
聯
盟
外
に
勞
働
紐
合
エ
揚
が
布
衣
せ
ざ
リ
し
ミ
は
限
ら
ぬ
が

•笫

ニ

十

叫

卷

C

八0
:
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印

刷

業

勞

資

國

體
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第
ニ

17
_
卷

(

八
〇
六

)

米

1

印

刷

業

勞

资

國

體

‘槪
觀
ン

 

第

五
-號

ー

ニ

.
'
八

■
玫
で
ー
あ
る
。
：
'
'
-
；

'

，
フ、

■ 

.

, 

.

.

•
■

-

.

.

.

以
上
紐
育
を
中
心V

じ
て
見
於
る
米
國
印
刷
業
R
於
る
勞
資
團
體
間
の
關
係
、
其
態
度
及
方
針
等
に
就
て
、
極
め 

て
大
體
の
而
し
て
直
接
的
な
る
ょ
ぅ
名
^
部
分
は
間
接
的
な
る
觀
察
の
結
果
を
報
齿
し
た
0

而
し
て
種

々
の
現
象
に 

對
し
て
は
、
主V

J
し
て
印
刷
業
、
' 印
刷
作
業
の
性
質
ょ
ぅ
說
明
を
與
へ
ん
ど
試
み
た
。

活
版
印
刷
業
を
中
心
<5
:
す
る
諸
製
版
業
及
製
本
業
の
一
團
に
於
る
諸
作
業
が
、
製
本
業
を
除
さ
て
ー
般
に
熟
練
作 

業
^
し
て
且
つ
知
的
敎
育
的
性
質
の
も
の
で
あ
6
特
^
危
險
又
は
不
衛
生
な
ら
ざ
る
事
、

一
般
R
印
刷
業
勞
働
者
中 

R
人
種
的
の
不
統
1
比
較
的
に
少
&
事
及
同
業
が
無
季
節
的
な
る
事
等(

註
35
1
五〕

は
、
同
業
^
職
業
別
駔
合
を
發
達 

せ
し
む
べ
5
好
縱
.件
を
提
供
し
、
現
在
同
產
業
に
於
る
勞
働
組
合
?:
し
て
米
國
勞
働
聯
合
の
中
堅
の
一
た
ら
し
め
"
米 

國
勞
働
組
合
中
最
高
程
度
の
組
織
に
達
せ
し
め
、
而
し
て
雇
主
ど
協
調
的
關
係
^
立
た
し
め
て
居
る
所
の
主
要
な
る 

要
因
の
一
で
あ
る

.0
而
し
て
此
活
版
印
刷
業
を
中
心
ど
す
る
一
團
の
產
業
の
製
品
は
、
平
版
及
銅
銅
版
印
刷
業
の
製 

品
に
比
し
てT

般

R
現
代
生
活
の
必
需
品
た
る
性
質
を
帶
び
ノ
量
^
於
て
も
最
も
大
で
あ
る
が
、
其
勞
資
團
體
は
平 

版
及
鋼
銅
版
印
刷
業
の
夫
^
比
.し
て
其
組
織
最
も
整
然
た
る
も
の
が
あ
6
、
勞
資
關
係
も
最
も
協
調
的
で
あ
る
。
而 

し
て
此

|
團
の
.產
業
中
^
於
て
も
、
最
も
基
本
的
過
程
の
作
業
^
從
事
す
る
.植
字
エ
.の
.組
合
は
、
他
職
業
の
勞
働
組 

合
^
比
し
て
最
も
强
大
な
る
組
織
を
有
す
る
。
评
し
諸
種
製
版
業
^
於
る
勞
働
組
合
も
亦
印
刷
業
^
於
る
»
要
畨
の

位

地
?:
-
.利

用

じ

て*

茧

ビ

對

抗

し

：
.
、

.比

較

的

に

小

な

が

ら

も

最

も

骚

達
.せ
5

組

織

_

有

.̂
;、
；最

.も

好

良

な

る

鳋

働

條
 

件
を
f
r，て

居

る

。

之

に

反

し

て

一

歡

ぬ

系

齡

練

M

 

K
近

さ

製

本X

の

勞

俲

組

合li
-
未

だ

紕

觀t
充

分

な

ら

ざ

る

が

如
：：

■
0
、
4
團
體
協
約
ヒ
有
ず
る
妆
鈕
首
市
ぼ
於
1:
;
:、
槔
め
孓
：:-

:し
て
活
版
巧
刷
業
;5
:
.中
心
^
し
て
密
接
な
る
袖
足
的
關
係
を
有
す
る
職
業
に
於
る
是
等
勞
働
組
合
は
、
職
業
別
®
合 

さ
し
'じ
分
立
じ
つ
、
も
緩

か

な

る

聯

合

組

織

に

依

-
^
て

協

力

的

關

係

R
あ
る
。
而
し
セ
此
產
業
群
^
於
け
る
雇
主
組 

令

は

，
知

ら

る

、

限
6

^
於
て
例
外
な
く
勞
働
組
合
の
發
生
^
依
つ
て
其
組
織
を
促
さ
れ
气
而
し
て
其
.發
生
は
又 

勞
働
組
合
^
反

作

用

し

：て

、
：
後

者

の

.發
達
?:
刺
戟
し
た
。
斯
く
し
て
勞
働
組
合
の
最
も
早
く
發
生
し
た
る
活
版
印
刷 

業
に
於
•て
？
辰
主
組
合
も
最
も
.早
く
發
生
し
た
。：
又
勞
働
組
合
の
組
織
の
程
度
k
於

て

は

、
.
一

般

に

小

規

模

な

名

經 

:

營
を
有
す
る
活
版
印
刷
業
中
のI

部
門
書
籍
及
臨
時
物
印
刷
業
に
於
ズ
、:.
一
 

般
^
大
規
模
經
營
の
新
聞
印
刷
業
^
比 

•1
,
て
、.
鸫
度
低
^
事
が
知
'.
-
&れ
て
居
る
。
：

:

:

..

.

:

平

版

印

则

業

^

於.*
1
:
:は
事
情
が
異
，つ
て
居
る
デ
嘗
て
聱
澤
品
の
み
を
生
產
し
漸
次
必
需
品
を
生
產
す
る
^
至
つ
た 

.平
版
印
刷
業
^
於
.

V
.

は
、
印
刷
業
、
卸
刷
作
業
の
性
質
等
を
以
て
し
て
は
說
明
せ
.ら
れ
ざ
:5
何
等
か
.の
事
由
R

i
丸 

薇
生
姐
合
ば
勞
働
組
合
ょ
^'
も
强
カ
に
:;
1
.て
且
つ
反
勞
.働
組
合
の
方
針
'?
:
採
6
し
爲
あ
、
勞
働
組
合
は
展
主
組
合

 ̂

顏
體
協
，約
.を

有

せ

ば

-5
が

如

;<
;
-で
あ
る
。
而

.L
v
.此
勞
働
組
合
は
嘗
て
は
活
版
印
刷
業
勞
働
組
合
ズ
何
等
の
關
係
t
 

も
有
し
泫
か
つ
た
が
、，
印
刷
技
術
の
進
步
^
共
に
支
配
權
の
爭
を
生
ず
る
に
至
り
た
。
ム

'

.鋼
铜
版
印
刷
業
の
勞
資
團
體
に
就
て
不
明
な
る
事
め
み
多
さ
は
ノ
恐
ら
く
同
業
化
於
て
勞
資
倒
體
の
充
分
な
る
發 

達
な
&

ー
證
左
な
石
べ
し
ぜ
想
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、：
同
業
は
大
體
^
於
て
聱
澤
品
ど
看
做
^
る
べ
さ
物
を
生
產
し 

其
量
も
三
業
中
最
少
で
あ
ぶ
。
.：
.
.
,

.

.
斯
の
如
く
印
刷
業
及
印
刷
作
業
の
性
質
.は
、
.印
刷
業
勞
資
團
體
及
其
關
係
を
今
日
あ
る
が
如
き
狀
態
.̂
至

ら

し

-
め

.
館
.ニ

屮

四

卷

(

八
〇
七：
> 

米
國
印
刷
業
勞
資
圓
體
概
觀
V 

策

五

號

1
I

力
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第U

十
H
卷

(

<
〇
八)

.米
伸
印
刷
業
.勞
.资
圓
髖
撒
觀
. 

.奨

號

I
u
〇

 

た
名
虫
要
な
る
要
因
の
■

ぁ

る

が

、
.：.卯
刷
業
歷
主
及
勞
赚
者
の
恐
想
^
亦
之
€
同
樣
化
重
要
な
る
.要因
で

あ
る
事 

枕
疑
を
容
れ
な
い
ゲ
活
版
印
刷
業
勞
働
者
は1

八
三
〇
年
代
ょ
々
六
◦
年
代
に
至
る
ま
で
理
磁
主
義
に
走
办
、

一
«
 

勞
働
者
'の
政
治
的
社
#
的
運
動
k
參
加
せ
る
ヒ
ギ
拘
ら
ず
、
：其
後
次
第
^
現
實
主
義
^
傾
&
:
米
國
勞
働
聯
合
の
運
動 

.S

も
て
«
要
な
る
役
自
:?
:
焫
ず
る
^
至
つ
た
。：
活
版
印
刷
業
は
殆
ぞ
無
季
節
的
產
業
^
心
.

9

勞
働
者
の
就
業
狀
態 

は
比
較
^
:
安̂
定
せ
^
事
，
：问
2
%作
業
は
特
^
危
險
不
衛
生
念
る
も
_め
な
ら
.ず
、：'且
つ
知
的
敎
育
的
の
も
の
な
る
事 

等

.の
印
刷
業
及
印
刷
作
業
の
性
質
は
、少
か
ら
ず
勞
働
者
0
思
想
^
影
響
そ
與
^
る
4
:の

で

あ

る

。

拾

九

世

紀

半

頃

：、 

勞

働

廣

が

階

級

意
_

^
目
.覺
め

1
.般
^
勞

働

孝

の

政

治

的
.社
會
的
蓮
.動

如
し
.た
る
印
刷
業
努
働
者
が
、：
後
年
努
働
騎
士
國
の
生
れ
し
際
>
--
之
.に
は
參
加
せ
ず
し
て
數
多
の
職
業
別
全
國
的
組 

合
ょ
ら
勞
働
聯
合
を
組
織
し
た
る
は
；、
ニ
に
は
活
版
印
刷
エ
が
前
記
'の
如
き
環
境
0
下
代
.自
ら
保
守
的W

 
?

、
且 

つ
.熟
練H

.

の
團
體
R
し
て
職
業
別
組
合
を
有
利
ヒ
し
た
る
が
：故
で
あ
ら
ぅ
。
平
版
印
刷
業
勞
働
者
は
之
に
反
し
勞
働 

騎
士
画
の
最
鐵
期
た

:s
1
:八
八
〇
萍
代
の
初
^
同
團
.
.の
勢
カ
0
下
^
組
織
^
れ
、

一

九
;0
六
年
^
至
6
米
國
勞
働
聯 

合
^
參
加
せ
る
も
の
で
あ
つ
：て
、
：活
版
印
刷
業
勞
働
組
合
程
：明
白
^
現
實
主
義
'で
は
無
^
や
ぅ
で
あ
る
？

1

九
一
四 

.年
前
.後
^
も
社
會
主
義
思
想
の
影
響
2:
受
.け
たvj

云
は
れ
て
：居

る

が(

註
五
.セ
> 
果
し
て
如
何
な
る
程
度
ま
で
其
11
合 

活
，.動
^
影
響
を
及
ぼ
し
た
-^
や
不
明
で
あ
.5
。
要

す

る

-{
C
同
業
M

て
は
强
カ
な
る
*
主
.組

合

の

：.爲

めk
滕

管

れ
 

た
る
勞
働
紺
合
は
、
活
版
印
刷
業
に
於
る
：程
の
發
達
を
遂
ぐ
る
.事
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
鋼
鲖
版
印
_
業
に 

就

て

は
»

主

及

勞

働

者

の

思
.想

を

知
.る
べ
：き

資

料

;5
:

有

し

な
、
^

 

.

.

;

1
主
.侧
农
鄺
v

;-
»

v:
:
-
»
!-
-
活
版
用
刷
*

化
於
:1
:

は
、ハ
勞
猶
祺
合
承
懿
及
反
對
：ゃ
^

年

の

梢

字

エ

の

罷

業

以

來

勞

働

組

合

派

は

滅

じ

て

反

對

派

は

優

勢

.ど

な

づ

^

。
；
：.
併

し

紐

育

ド

於

V

は

勞

働

駔

合

派

の 

み

が

組

織

を

有

し

、；：此

細

織

^

屬

せ

ざ

る

雇

主

中

^

も

勞

働

組

合

派

の

も

の

が

あ

る

。

之

に
.反

し

1:
製

本

業

に

於

る

紐
育
辰
主
組
合
は
全
部
反
組
合
派
の
組
織
な
る
も
の
、
如
く
で
あ
6
、
平
版
印
刷
業
^
於
て
も
唯
一
の
®
主
組
合
が

勞
働
組
合
皮
對
派
の
も
の
で
あ
.る

。
，
一
九
ニ
：

.

1

年
は
戰
時
中
^
增
大
3
れ
た
石
勞
働
組
合
の
勢
ヵ
^
對
す
る
反
動
運

動
が
米
國. 一

般
屜
主
間
^
行
は
れ
た
る
時
で
あ
.っ
て
、
諸
產
業
に
於
る
屣
主
は
相
互
^
連
絡
を
保
ち
て
勞
働
組
合
^

抗

举

し

た
.0
此
年
及
翌
_
1九
ニ
ニ
年
の
ニ
年
間
^
植
字
エ
ノ
製
本
エ
、：
寫
眞
製
版
エ
、'
平
版
印
刷
エ
は
夫
々
歷
主
組

合
ど
全
國
的
の
爭
鬪
を
行
a
、
其
結
果
製
本H

及
平
版
印
刷H

は
慘
敗
を
蒙
つ
た
の
.で
あ
っ
た
0

:

今
假
^
以
上
述
べ
來
/2
3
た
る
が
如
&
貧
し
き
材
料
5:
以
て
將
來
の
豫
測
を
な
す
事
が
許
^
る

、

VJ

す

る

な

ら

ば

、

次
の
如
&

考
察
?:

以
て
不

完

全

な

る

此
報
街

書
を
終
る
事
^

す
る

。
•

.」

.過
去
に
於
て
は
職
業
の
分
化
を
惹
起
じ
、
' 延S

て
活
版
業
it
於
る
.五
の
職
業
別
勞
働
組
合
へ
の
分
立
に
導
き
た
る

技
術
の
進
化
は
、‘
現
在
紀
於
て
は
支
配
權
の
爭
議
を
齎
し
.て
居
る
。
即
ち
：一
九一

:

三
年
以
來
苹
版
印
刷
工
は
ブ
レ
ッ

ス
メ
ン
へ
の
組
合
及
寫
眞
製
版
エ
の
紐
合
(£
新
に
發
明
3
れ
た
る
ォ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
化
對
す
る
支
配
權
を
爭
つ
て
居

る
。S

五
八)

一
九
一
：
八

年

米

國

勞

働

聯

合

は

平

版

.印

刷

工

組

合

の

，一
部
I

 y

ッ
ス
/
ソ
の
組
合
に
合
同
せ
し
め
、
.

他
を
寫
眞
製
版
エ
組
合
に
合
同
せ
^
め
る
事
を
提
議
し
た
が
、，，.本
版
印
刷
11
:
は
此
調
停
^
服
せ
ず
し
て
、
印
刷
業
に

於
る
勞
働
組
合
全
部
の
大
合
同
を
主
張
し
、
爭
議
は
今
も
猶
解
決
せ
ら
れ
ず
k
居
る
。
併
し
斯
る
大
合
同
の
實
現
は

到
底
不
可
能
な
る
事
明
白
で
あ
る
が
故
^
、
：，
何

等

か

他

の
.方
法
を
以
て
解
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
‘。
次
^
.
技
術
の

進
化
は
現
在
も
猶
過
去VJ.

同
様
k
新
し
く
：生
じ
た
る
«
業
の
分
化
か
ら
勞
働
組
合
組
織
上
の
問
題
を
惹
起
し
て
居
る
。
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二

十

四

卷

C

八

〇
九)

米
國
印
刷
業
勞
赘
画
體

_

®
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五

號
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第】

一
十
.叫
#

C

八
1

0〕

米
國
印
刷
業
勞
资
囤
體
槪
觀 

第

五

號

M
l

ニ

即
t>
:
s植
字
エ
の
全
國
的
組
合
は
屬
す
る
發
浍H

が
植
字H

よ
6

分
離
せ
：ん
ビ
し
っ
：;>
あ
る
事
で
あ
っ
て
、
不
熟
練
エ 

た
ふ
發
送
エ
は
熟
練
エ
.た
る
.植
字
エ
^
差
別
待
遇
?:
受
け
た
る
事
を
訴
へ
'て
居
る
。餘

5£
夺
 

.植
字
‘エ
ょ
6;
分
離
す
る
^
も
瑰
在
の
印
刷
業
^
於

る

：團

體

交

涉

に
3
し
た
る
變
化
も
伴
は
ぬ
で
あ
ら
5
が
、
平
版
印 

刷
工
の
場
合
に
於
て
は
相
當
の
變
化
が
起
る
で
あ
ら
ぅ
？
其
理
由
は
帮
版
印
刷
エ
が
斯
く
し
て
@

®

の
ー
ー
® 

合vj

何
等
か
の
方
法
に
て
和
解
し
た
る
縢
に
は
ノ
苹
版
印
刷
工
は
活
版
印
刷
業
の
一f

組
合
の
勢
カ
の
保
議
を
受
く
る 

事
^
な
6

、
從
0

V

M
主
に
對
し
從
來
よ
ぅ
强
力
^
な
る
で
あ
ら
ふ
^
云
ふ
事
で
あ
る
。

.

:

右
は
印
刷
業
勞
働
組
合
が
：直
接
に
當
而
し
っ
>
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
'此
他
R
も
紐
育
印
刷
業
に
起
.こ
ク
っ
、
あ 

る
變
化
^
し
て
必
然
勞
資
關
係
に
影
響
を
及
ば
す
べ
き
も
の
が
.あ
る
9
夫
は
新
聞
以
外
の
大
臺
印
刷
が
漸
次
市
外
へ 

表
々
0 .
/
>
.あ
る
事
で
あ
る
0

\
或
».
合
^
は
印
刷
の
大
註
文
が
紐
育
市
以
外
の
印
刷
業
者
^
移

3
れ
、
又
或
場
合
^
は 

大
印
刷
工
場
狀
市
外
へ
移
轉
す
る
事
が
あ
る
。
.斯
の
如
き
事
態
ば
殊
に
雜
誌
及
定
期
刊
行
物
の
方
面
に
顯
著
で
あ
っ 

て
、
同
業
に
於
て
ば
‘、
從
來
紐
育
^
行
は
れ
て
來
た
印
刷
の
市
外
へ
移
ク
し
も
の
.一.九
ー
三
年
の
一
年
間
の
み
k
て 

五
西
捣
卯
に

上
っ
た
^
云
は
れ
る
。
M
主
側
は
紐
育
^
於
て
は
勞
働
费
餘
ヶ
R
高

さ

事

を

、王

張

す

る

の

で

あ

る

が
、
 

其
芷
否
は
兎
も
沔
、：：若
し
此
傾
向
が
繼
續
す
れ
ば
勞
資
關
係
に
大
な
る
影
影
を
與
へ
ず
に
は
止
ま
2

.で

あ

ら

ぅ

。
”
勞
 

働
者
はH

揚
が
移
轉
し
得
る
程
简
單
R
は
移
動
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
•か
故
は
勞
働
組
合
は
此
較
的
妃
苦
境
^
立
っ
^
至
る
：
 

で

お

ら

ぅ

。

(

註
六
〇
>

.

.

.
:■

「

以
^
は
.現
在
目
前
に
徵
候
の
現
れ
っ
く
あ
る
.變
化
で
あ
る
5
此
他
は
大
體
現
狀
の
儘
；̂
進
み
、
，近
さ
將
來
妃
於
て 

.

變
.化
.吹
起
$

?
事

幺

：豫

測

せ

：

&
.
^
o
r
v

ぃ1

(?
)
:
:
ば

無

ぃ

：；ミ
：

1 ^
は
^
矿

。
夂
勿
論
何
：等
^

行

ば

れ

、
"
熟

練

作

業

h

必

要

^

せ

次

を
it
:

$
 

4
.
か

、>
奭

ば〈

必

要

勞

働
.量

^
^滅
^v
る
•事

大

？

を

揚

合

に
.於

孓

は

、
.
勞

資
 

關

係

問

化

も

靠

火

な

る

變

化

を

齎

す

事

が

明

で

あ

る

。

勞

働

組
•合

の

現

實

主
.義

も

斯

る

揚

合

に

は

崩

壊

す

る

R

至
る 

や

も

測

ら

れ

な

s

o

註
五
：九
赴
等
印
刷
業
他
質
に
就
て
は
前
祺
拙
稿
第
一一

節
參
照
。

>.

驻
艽
六
'

國
際
'製
本
エ
組
合
比
、

一
九
二
一
年
の
仝
國
的
褪
寒
の
際
罷
業
手
當
史
拂
の
困
難
な
り
し
爲
め
多
數
の
紐
合
員
を
失
っ
た
。
此
際
に 

.
•
.支
狒
は
れ
•さ
り
し
手
常
は
、
未
だ
に
紙
育
飢
合W

全
阑
的
組
合W

の
^

議
の
一
原
^

ヰ
な
っ
て
屛
る
。
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註
五
ー
八
オ
フ

セ
y

ト
印
刷
機

ハ§
纟

.
^
3
ミ
は
、
版
而
よ
y

ra

接
に
紙
面
へ
印

刷
を
行
は
す
一
度
版
面
よ

リ
ゴ
ム
板
へ
版
を
移
し
、
此 

.

ゴ
ム
板
而
の
版
よ
り
紙
而
へ
印
刷
す
る
機
械
で
あ
る
。

敗
五
1 

proceedings 
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sevsty-secon
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r
9
2
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，
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6
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u
m
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 The Printing 

Industry in N
e
w
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N
e
w

 York, . 1
9
2
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は
遺
般
の
事
情
に
藥
し
い
。(
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附
記3

本
稿
發
表
に
際
し
て
も
亦
前
囘w

同
樣
本
塾
阈
敎
授
の
御
懇
切
な
る
御
指
遵
を
蒙
っ
た
。
此
處
に
附
記
し
て
謝
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を
表
す
る
迖
共
に
、
锥
涝
の
無
能
よ
く
同
软
授
の
伽
好
意
に
報
ゅ
る
能
.は
ざ
リ
し
事
を
御
跎
す
る
次
笫
で
あ
る
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